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一
無明 は そ の ままで 直ちに 明で あ る （無明即 明）

一

島　村 大 心

　 0 ． 序

　本稿 は 、 従来 、 「発心畢竟二 無別」「初発心 時便 成正 覚」等 、 〈初発心 と悟 りの

同時性 と して 驚 きを もっ て 注 目され て きた論理 〉 を検討 し 、 結論 と して こ れ は

〈「初発心」 と 「悟 り」 との 特別 の 因果関係〉 を示 した もの で は な く、 「
一

切の 現

象界 その もの が そ の ま ま悟 りで あ る」 とす る 、 大乗 仏教経典 に お け る多 くの 表

現 （A 資料 38 頁）の
一例 で ある こ とを明 らかにす る もの で ある 。 ※ 『大智度論』

は大正大蔵経第 25 巻 か ら 、 『大品般若経 1 は同 じ く第 8巻か ら 、そ れぞれ引用 した 。

　　1 ． 問題の 所在

　 B 資料 （47 頁 ） にあげ られ た諸命題 は 、
い ずれ も仏教 （行）者 を当惑 させ る 。

何故 な ら 、 そ こ に 述べ られ て い る事態 は 、 常識 的 に は理 解 の 難 しい 事柄で ある

か らで ある 。 具体的には 、

（1） 初発心 、 小石 を積ん で 仏塔 をつ くる こ と 、 遊び と して 木片で 仏像 を描 くこ

　 と
、 等の 特定行為をする と

、 そ の 時には悟 りが実現 して い る とい う事態 はそ も

　そ もあ り得 る の か 。

  仮に あり得 る とした場合 、 悟 りの 原因行為 と して の こ れ らの 特定行為は 、

　〈こ れ らの 宗教的行為以外の
、 例 えば 「食事をする こ と」〉等の 行為 と区別され

　 た行為 なの か 。

（3） 区別 され た行為で ある とすれ ば 、 区別の 基準はある の か 。

（4）   それ らの 原 因行為 と 、   菩提分法 、 六波羅蜜等の 修行の 道 との 区別は あ

　 る の か 、 ない の か 。

（5） 悟 りの 実現 に 関 して （4）の 両者に 区別が ない とすれ ば 、 各種の 修行は不要 に

　な っ て しまうの で は ない か等々
、

い くつ もの 疑問が生 じて くる 。
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と こ ろ で B 資料 の 各種命題 は 、 基本的に は 同
一
事態 を指 して い る と考え られ

る の で 、 以下 の検討 に当た っ て は、代表例 と して 「初発心 時便成正覚」を取 り

上 げて 、
これ を

　　 初発心 した修行者 （＝ X）（注）（1）、 

　　［　　 悟 っ た状態にある （− Y） に分解 し、

「X は Y で ある （X ＝ Y）」の 構造 と して検討す る 。

（注）

（注）

（1＞初発心 を十住の 初住 とする こ とは 、 B 資料の 2、3、8 よ り見て 、 必 ずし も必要 な

い と思 われ る 。 又 、 十住の 初住 として も、3 一  の 『大智 度論亅の 検討 に よ り、

本論の 趣旨 と事態は変わ らない と言える 。

  「有る人の 言 く 、 初発意 とは 、無生法忍 を得 （
＝
不退転位 とな っ て ）、阿耨多羅

三 藐三 菩提の 相 に随 っ て 発心 する 、 是 を初 発 意 と名づ け 、真の 発心 と名づ ける 。

了了 に諸法実相 を知 り、及び心相 を知 り、諸の煩 悩 を破する の 故 に 、阿耨多羅三

藐三 菩提心に随 うが故 に 、 顛倒せ ざるが故に 、此の 心 を名づ けて 初発心 と為す 。 」

（『大智度論』国大（3）32 頁）とあるが 、こ れ とて 阿耨多羅三藐三菩提 を未得で あ

る か ら 、仏陀 とな っ て い な い の で 、 3 −〔2｝の 「大智度論』第 18 巻 冒頭 の 記述 か

らみ て も 、 本論の 趣 旨は成立 して い る と思量 する 。

　　2 ， 検討 に際 しての 前提

　検討を容易 にす るために 、 命題
一

般 を仏教真理 の 観点か ら以下 の 通 り四分類

する 。

（1｝ A 。 （PM）命題 （以 下 A 。 と表記） ：究極の 真理

　 「…… …… 」 すなわ ち言語表現で きない 真理 その もの 。 〔＝ 勝義諦 1）

　　　　「如 、 法性 、 法相 、 法位 、 実際の 義 （一言語表現 され た意味内容）、 あ る こ

　　　　 とな し」（『大品般若』241 下 ）

　　　　「賢聖 は黙然た り」（『大智度論亅402 中）

（2） A1 （pm ）命題 （以下 A1 と表記） ： A ・ を指 し示す言語 表 現　其の
一

　   A ，は賢聖蠅 真理表現で ある 。 例 ：Om 　Ah　Ham 等の マ ン トラ 、 各尊

　　 の 象微で ある種字 、 「般若波羅蜜」、 「阿耨 多羅三 藐三 菩提」、 「離言真如」、

　　 厂悟 り」、 「涅槃」、 「仏」、 厂指月」の 月 （『大智度論』 125 中 ・726 上 ）等 、 経論

　　 にお ける真理 表現 で 、 本来 、 そ こ に は概念的 内容が存在 しない
。

　   その 表現の 使用者 は 、 本来言語表現で きな い もの を表現す る とい う行為

　　 に付帯する矛盾を鋭く自覚 し
、 強い 危機意識 を有 して い る 。 そ れ故 、
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  Al に お い て は 、 〈A1 が概念化 し、意識の 認識対象 と して実体化す る こ と〉

　に対する強い 警戒が表明 され 、 故 にその 言及は否定を伴 うこ とが 多い
。

　　「一 切の 思
’ △ 1を

一 “
る 、是 れ を正 思惟 と名つ くる 。」 （r大智度論」 205

　　中）「
一

切 の旦 鎧 諸々 の 語 の 実相を知 る 、 是 れ を正 語 と為す 。 」 （r大

　 　智度論」205 中）

  その 言語表現を用 い る賢聖 の 境地 （悟境）を意味す る場合 もある 。 （＝ 勝義

　 諦 2）

  しか し、 賢聖に よる真理表現で あ っ て も、 衆生言語で あ る 限 り、 概 念化

　の 危険 を常 に伴 っ て い るの で
、
A 。命題 の 立場か らは否定的 に言及 され る 。

　　　 「仏陀 は い か な る教 えを も、
い か な る処 で も 、 誰 に対 して も説か れ た こ と

　　　 はない 」。 （『中論亅第 25 章 24）

　　　「諸 仏は
、 法愛 を断じ 、 経書を立 て ず 、 また言語 を荘厳せ ず 。 但 し衆生 を

　　　 拯済せ ん が為に 、 度すべ き者 に随 っ て 説 き給へ り」（r大智度論』436 上中）。

｛3｝ a2 （pm ）命題 （以下 a ・ と表記） ： A 。を 指 し示す 言語表現 　其の 二

　   a ・ は
゜

以前 の 生 に よる 理表現で あ る 。 例は上記【2｝
一
  と全 く同 じ。

　 た だ し、同 じ語 、 例 えば 〈「般若波羅蜜」「仏」「涅槃」等 〉 を発 して も、 そ こ

　　 に込め られ る 意味の 理解程度 にお い て 、 A1 との 間 に は巨大な懸隔が生 じて

　　 い る。 （注 ）“L 〔2）

　   そ の 表現の 使用者 は 、 多 くの 場合 、 基本 的に真理 の 言語表現 とい う行為

　　 に付帯する矛盾に無自覚で あ り、 危機意識 を有 して い な い 。 それ故、

　   a2 にお い て は AL が概念化 し 、 意識の 認識対象 として 、 すな わち 「相」

　　 と して 実体化が進 ん で い る 。 そ の 場 合 、そ れ （例 えば A ・の 「仏」が概 念化 し

　　 た もの ） に対 する強い 執着が生 じる 。

　　　「
一

切 の 語 は虚妄不実に して顛倒 して 相を取 り、 分別 を生 じ る 。 」 （r大智度

　　　謝 205 中）「一切の 思惟 は 皆、是れ邪思 惟な り。

……涅槃を思惟 し、 仏 を

　　　 思惟する もの 皆亦た是 くの 如 し。」（「大智度謝 205 中）

　　 その 際 、 その 実体化が認識論の レベ ル に留 まっ て い る場合 （例 ： r大般涅槃

　　 経』にお ける 「仏性」〉と、 それ よ りさ らに実体化の 程度が 進み 、 その 言語表

　　 現 され た もの が 実体物 、 即 ち存在 （もの ） と して 論者 が認識 して い る 場合

　　 （例 ：実体物 と して 把握 された 「tAtr」）とがある 。

　   そ の 言語表現 を用い る 衆生 の 境 地 （迷境）を意味す る場合 もある 。 （一 世俗
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　tw　1）

  賢聖 以 前の 衆生 の 言語表現で ある か ら、 当然 の こ と と して A ・ の 立 場か ら

　 は否定 される 。

（注〉

（注）

i（1）『大智度論」にお け る空 の 二 義……第
一

の 空 は Ao を指す Al で あ り 、 第二 の 空

は 、こ こ で述べ てい る認識対象となっ た 〈空 ” 相 ・ ＝ a2 ＞を破する もの で 、この 認

識対象 となっ た空を空ずる もの （＝ 「空々 」）で ある
。 （『大智度論』327 上）

（2）A1 と a2 の 区別を示す用例 。

「色を窒ずる （a2 ）を以 て の故 に 、 色は空な る （A エ〉に あらず 、 色 は是れ空 （AD 、

空は翩ち是れ色な り 。 」（『大品般若譲 240 中〉

厂十八空 （a2 ）の 故 に色 をして空 〈A ユ）な ら しむるにあ らず 。 何 となれば 、是の

空相 （a2 ） を以 て 、強 い て （・ 「空 」の 働 きに よ っ て ）空 （A の な ら しめ ざる な

り 。 色 は是 れ即 ち空 （A1 ）な り。 是の 色 は 本 よ り已来 、 常 に 自ら空 （AL ＞な り 。

色相は空なる が故に 、 空は即 ち是れ色な 8）。 」 （r大智度謝 378 上）

※　空 、 十八空等の 原理 （概 念 ＝a2 ）を色 に適用 して （＝そ れ を原因と して ） 、 色

を空 と理解するの は誤 り。 何故 な ら 、空 （Al ）は概念が ない 事態なので あっ て 、

〈何か を因とするが故 に色が空 とな る 〉 とい う俗諦 （
＝
因果関係〉で はない （

＝
空

なる事態 は脱因果〉。 そ うでは な くて 、 「色 はその ままで空 （；真9R・・Ao を指す A ≧1
で ある 」とい う主張 （『大智度論』450下参照）。 こ れに つ い て は 『大智度論』58］

中に も更 に詳 し く説か れ て い る 。 また 「諸法実相 を性 空 と名つ く 。

……本 よ り已

来 、 常に空に して 作者有る こ と無 し。 是れ福徳力の故に空なら しむる に 非ず 。 亦た

智慧力の 故に空な ら しむ るに非ず 。 但だ性自ずか ら爾か るが故な り。 」 （同 698k

中）「
一

切の 法性は 自ずか ら空なり 。 般若波羅蜜有 っ て其れ を して 空な ら しむる に

i非ず ． 」（同 753 中） とい う記述 を合わ鯵 照 され たい
。

（4） 8 （sv）命題 く以下 8 と表記） ； 日常的言語習撰 （vyavahara）によ る欝語表現

　　A 三を指す もの で は ない
。 真理表現以外の 仏教の 諸概念 （菩提分法 、 四無量心等）

　 と、凡夫衆生 の 日常言語 （日常的認 識）の両 者を意 味す る。 （
瓢世俗諦 2）

　　尚、 以下 にお い て は 、 Ao とAl を勝義諦の 、
　 a2 とB を世俗諦の 、 それぞれの

　同義語 と して 使用す る。

　　 こ れ を上記 X とY に あて はめ る と 、

　　　 X ＝ （4）＝ B
　　　［
　　　 Y ＝ ｛2）＝ A1

　　とな る 。 即ち X 〈B＞
＝ Y （A 、） とな る 。
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3 、 B （世俗諦） ＝ A1 （勝義諦）は成立するか

　結論 を言 えば
、 後述する特殊の 例外 （3 −

（3））を除い て
、
B ＝ Al は 成立 しない

。

一般論 と して の B ＝ Al の 不成立 を検討す る前に 具体 的事例 を検討する 。

（1〕 X ＝ Y は成立するか

　 X （初発心 した修行者）が Y （悟 り）で ある な ら 、

　   初発 心 が大乗 仏教修行者 の 前提で ある こ とは誰で も認め る とこ ろ で あ り、

　　 そ うで あれ ば僧侶 は全 て X で ある 筈で あ り、 現 に真 に発心 して い る と 自覚

　　 して い る僧侶 は 、 全員 で は ない と して も数多い 筈 で ある 。 そ うで あれ ば 、

　　 日本 、 チ ベ ッ ト、 タ イ 、 ス リ ラ ン カ等々 に は 、 例外 な しに 多 くの 覚者 、 仏

　　 陀が現存す る筈 だが 、 現実 には そ うで は ない 。

　   修行者の 立場 か ら言 っ て も、 「汝は悟 っ て い るの だ」 と言 われ て も、 本人

　　 に は解脱知見は 全 くない
。

　   仏像 を木片で 描 い た り、石 を積 ん で 仏塔 をつ くっ た り、寺 院参詣 をす る

　　 者は多い が 、 それ だ けで 悟 っ て しまうな ら、 同 じく上 記諸 国は仏陀で 溢 れ

　　 て い る こ とに な るが 、 か か る事実は ない
。

　   真言行者の 三業が 三 密相応 して 速疾顕で あれ ば 、 日本の 真言僧全員が 仏

　　 陀 にな っ て い る筈で あるが 、 その よ うなこ とはない
。

　　　 以上 か ら 、 具体的事実 と して
、 初発心等の 原因行為の み で X （行者）に Y

　　 （悟 り）が成立 して い る こ とは認め られ ない
。

  　初発心 して 修行 して い る菩薩の 智慧と仏陀の 智慧との 区別

　   こ れ に対 して は既 に上 田 義文が指摘 して い る よ うに （r仏教思想史研究』永

　　 田文昌堂 昭和 33 年 168 頁）、 『大智度論』第 18巻冒頭 で 検討 され て い る 。 こ

　　 れ を図示すれ ば以下 （次頁）の 通 り。

次頁図 の （注 1）阿耨多羅三 藐三 菩提 → 般若波羅蜜が 転 じた もの （『大智度論』

　 620 下）

「是の 般若は仏心の 中に到れ ば 、 転 じて 薩婆若と名つ く。」（同 643 中）

「菩薩摩訶薩の
一

切種智 を得た る 、是れ を仏 と為す」（『大品般若」394 中〉

次頁 図の （注 2）「菩薩は 、 大智慧 あ りと雖 も 、 諸 煩悩 の 習気 、未 だ尽 きざる が故

　に 、菩提 と名づ けず 」 （『大智度論』436 中）

「仏は諸の 煩悩の 習を断 じて起 こ らず 、 菩薩は般若の 力を以て 、 制 して起 こ らざら

　 しむ 。」 （同 630 中）

「諸仏は煩悩の 習 、
一
切悉 く断ず 。 」 （「大品般若』375 下）
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初発心 （菩薩
＝x＝俗諦 〉　　 中間 （菩薩 一x一俗諦）

　 ●
一一一一一一 → ■

果 と して

の 智慧 の

内容

回
國

〔こ の 段階で は未だ仏智な し〕
・諸法実相 を知る

・般若波羅蜜多を目指す智慧
→ 般若波羅蜜多を 目指す原因で

　 ある ため 、 同 じく般若波羅蜜

　 と呼ばれ る

・闇夜に お ける 〔小〕灯
・諸 の 器物を照 ら し、皆悉 分了

なる も一部 に闇が残 っ て い る

・海に入 る も源底 を尽 くさず

悟りの 実現 （仏陀
一Y ＝＝勝義諦）

　 → ●

・仏智
・諸法実相 を一

段 と明瞭に知 る

・般若波羅蜜多＝一切種智
一 般若波羅蜜多が 転 じた もの

　 （『大智度論』 371頁上 ・
同国大

　 （3〕411 頁）（注 1）

・大灯
・倍 （ます ます）明了

　（「大智 度論』 国大（4〕360 頁）

・習気 と合 して お り 〔未だ 習気

は〕尽 くされず （注 2）

・海 に入 っ て 源底 を尽 くす

煩悩 との

関係

・習気 を断 じ尽 くして い る

一注は前頁に記 した
一

　　以上 か ら明 らか な こ とは 、 菩薩が初発心時はお ろか 、 中間で 得 る諸法実

　相の 智慧とい え ども、 そ の レベ ル か らして も、 煩悩の 習気の 有無 とい う観

　点か ら して も 、 仏智 には 及 ぱ ない とい うこ とで あ る 。 そ れ故 、両者 に は悟

　りの 程度の格差が存在するの で あっ て 、 X ＝ Y は成立 しない の で ある 。

  上 記の 事態 を別の 角度か ら論 じた もの と して 、 次 の 記述 が見 出だ され る 。

『大智度論』 （273 中）は 、菩薩 と仏の 格差 を次の よ うに区別す る 。 「菩薩

は衆生 を度 脱す る に量 あ り限 りあ り。 仏が 〔後得智を用い て 〕度す所の

もの は無量無限 な り。 菩薩 は 仏身 〔に近付い た 者〕と作 る と雖 も、 十方

世界 に 遍満する こ と能わず 。 〔
一

方 、 後得智 の働 きとして の 〕仏身は普 く

能 く無量世界 に遍 満 して 度すべ き所の 者 に皆仏身を現ず。」 また 、 同国大

（4）625 〜 6頁 は 、 「菩薩は如実に六波羅蜜 を行ず と雖も 、 而 も未だ能 く周

遍す る こ と能わず 、 未だ
一切 の 門 に入 る こ と能わ ず。

こ の 故に名づ けて

仏 と為 さ ざる な り。 若 し菩薩、 已 に
一 切種智の 門 に入 り、 諸法実相の 中

に入 り、

一念相応の 智慧を以て 阿耨多羅三 藐三 菩提 を得 、

一
切煩悩の 習

を断 じ、 諸法の 中に 自在力 を得れ ば、爾時 、 名づ けて 仏 と為す」 とする 。

（3） B ＝ A1 は成 立するか

　　そ れで は 、 そ もそ も俗諦命題 B が 、 真理命題 A1 と して その ま ま成立 する こ
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とは 可 能なの か 。

　凡夫の 言語命題 は戯論で あ り、 妄分別の 世 界 （− B）で あ り、 それ が そ の ま

ま離言真如 、 識 別作用の ない 空、無相、無願 （− A ，） と直結す る こ とは論理 的

に不可 能で あろ う。
こ の こ とは 『大智度論』で 龍樹が明確 に説い て い る 。

　　 「世俗 の 中に於い て 第
一

義を求む 。
こ の こ とは不可得 な り。」（210 下 ）

　　 「是 の 因縁起作の 法 （一俗諦 。 勝義諦は 因果の 支配下 に な い ） を以 て は 、 〈正 見

　　 を得 て 法 に 入 る 〉 べ か らず 。

… … 阿 耨 多羅三 藐三 菩提 を得べ か らず 。 」

　　 （『大品般 若」345 中）

　即ち 、 B ＝ 「初発心 した修行者」 とい う 「俗諦 の 中に 」、
つ ま りX が俗諦に

留 まっ た ままで 、 そこ に Y ＝ 「悟 っ た状態」 としての 勝義諦 を認め る こ とは論

理 的 に不可 能 なの で ある 。 そ の 両者が 連結する に は 、 必 ず媒介項が必要 なの で

あ っ て
、 そ れ は 大乗仏教 に お い て は 「禅定 を中心 と した行」な の で ある 。 す な

わ ち 〔教 一信 〕（一俗諦） と悟 り （＝勝義諦 ） を結 ぶ 媒介項 で あ る 「行」が あっ

て 初め て 、 津田博士 の 言われ る 「教→ 信→ 行→ 証」が、以下の 如 く 「B （；教一

信） → 行 → A1 （一証）」 と して 成立す るの で ある 。 こ の 点 に つ い て も 「大智度

論』は次の よ うに 明確 に述べ て い る 。

「禅定は能 く実智慧 （一悟 り）を生ず 。 世 間に著せ ざるが故に。」（r大智度論』

430 上）

「是 の 実智は禅定よ り生ず。 」（同 625 上 ）

「人 は業因縁 を以 て の 故 に身 を受けて 世 間に縛著 し、 禅定の 因縁の 故 に解

脱 を得 。 」（同 683 中）。 尚 、 同 753 中参照 。

　で は何故 、禅定 を中心 と した 「行」が媒介項 と な っ た 場合 に A ，が成立 する

の か は今後の 検討課題で あるが 、 暫定的 に は 、 「行 （禅定）」は
、 行者 の 身口意

の 業 ＝ B （俗諦）で ある と同時に 、 禅定 （止 〉状態 に 入れ ば識別作用が滅す る の

で
、 その 時点で は空 ・無相 ・無願 ＝ A ， （勝義諦）が 、 完全 とは言 えな くて も成

立 して い る か ら、 とい うこ とが で きよ う。

4 ． X （衆生）は B （世俗諦 ＝ 迷い ）か 、 それ と も A1 （勝義諦 ＝ 悟 り）か

　以上 の 検討の 結果、X ・＝ B とする 限 り、 X ＝ Y （悟 り）は 原則 と して 成立 しな い

こ とが明 らかに なっ た 。 しか しB 資料の 殆 ど全 て は経典か らの 引用 で ある 。 それ

故X ＝ Y とい う命題 それ 自体を誤 りとす る こ とはで きな い
。 とすれ ば 、 誤 りは X
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の 内容 を B と した こ とで ある と推測 され よ う。 そ うで あれ ば 、 X の 内容 は 、
　X ＝

Al とい う可 能性が高い
。

こ の 場合は X （A1 ） ＝ Y （Al ）とな り、
X ＝ Y は 自動

的に成立する こ となる 。 そ れで は 本当に X （； 修行者）が その まま Al （＝ 勝義諦 、

悟 り） とい う事態 は成 り立 つ の か 。 実はそれ は成 り立つ の で あ り、 現 に 、 あま り

広 く意識 され て い ない よ うで あるが 、 X （＝ 世 間 にお け る諸現 象）が その ままA1

（＝ 勝義諦 、 真理 、 悟 り）で あ る とす る命題 は、最 初期の 般若経典か ら大乗経典全

般及 び論 書 に幅広 く記 述 され て い る 。 そ れ らを全 て 引用 す る こ とは到底不 可 能

で あ るが 、 筆者が気付 い た もの の うち 、

一
部 をA 資料 として 記載 した 。

　そ こ に説か れて い る こ とは 「
一

切法 、

一
切世 界 、 五 蘊 、 衆生 （以上は 全て x）は

全て 無為法で あ り （A 資料 77、79 参照）、

一
切智性で あ り、

一
切種智性で あ り、 涅

槃で あ り、 悟 りで あ り、 解脱で あ り、 法性で あ り、 般若 波羅蜜多で あ り、 仏法

で あ り、 出世 間の 法で あ り、 本来 常住で あ っ て実際で ある 似 上 は全 て Al ）」 と

い うこ とで あ る 。 要約 すれ ば 、 「現象界の 全 て の 事態 （＝ x） は 、 そ の まま悟 り

（＝ Al 、厳密 には A ・ を指示する A ，）で ある」 とい うこ と以外の 何もの で もない
。

　 こ の こ とは何を意味する の か 。

〔1｝ 現象界 （＝ X） はそれ が俗諦 ＝ B に留 まっ て い る限 り 、 そ こで は X は個別相

　と して 顕現 して お り、 他 の もの と区別 され て成立 して い る の で あ っ て 、 過去現

　在未来の 時間の 制約下 に あ り、 因果の 法則 に支配 され て い る 。 そ して俗諦 ＝ B

　の 成立 乃至発生 根拠 は 無明で あ っ て 、 そ れの 発生変 化の プ ロ セ ス は十二 支縁起

　で あ らわ されて い る 。 そ こで は全て の もの は縁起の 関係に お い て 、 他 を根拠 と

　 して 相対関係 として 成立 して い る 。

  　以上述べ た事態 （＝ X）が そ の まま、 悟 りの 目か ら見 た とき 、 即 ち仏陀の 目

　に写る地平におい て は 、 全て が個別相を失 い、 万物が平等無相な状態で 、 時間

　空間の 制約か ら解放 され、 因果関係の 支配か らも脱 した 状態 に な っ て い る 。 例

　えば 、 「釈摩訶衍論』 に よ れ ば 、 「不二 摩訶衍」は 「無因縁」で ある （大正 32 巻

　601 下）。 さ ら に 「大智 度論 』 に よれ ば 、 「〔般若波羅蜜に 於い て は 、 諸法 は〕

　因縁 に住せ ず」（36g 上）。 また 、 澄観の 『華厳略策』 に よれ ば 、 「果海は離縁 な

　るが故に不可 説な り」（大正 36 巻 708 上）
tVT

。 そ こで は観察主 体 、 観察対象 、 識

　別作用が消滅 した状態で ある （こ の事態は、中観 ・般若経が明 らか に した第
一

の真

　理で ある 。 なお 、 詳しくは拙論の 「『八千頌般若経』に おける能所 ・識別作用の 止滅 と

　 空 （性）の 意味」（豊 山教 学大会紀要 第 31 号所収）を参照 され た し）。 した が っ て 、
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不生 不滅 、 不去不来 、 我我 所な く 、 言語 が止滅 して い る 。 そ して こ れ こ そが A ・

〔を指示する A ユ 〕の 世界で あ る 。 それ は 〈無明が明に転換す る 〉 とい う事態で は

な く、 無明その もの がそ の ままで 、悟 りなの で ある （A 資料 9 、 49、55、90、91、

127、 129）。 それ 故 、 例 え ば唯識思 想にお ける 「転識得智」 の ご とき く無明が

明 に転換す る 〉 とい う表現 は 、 俗諦 （；行者の 内面世界）に お い て 成立す る もの

で あり、 勝義諦にお い て は あ くまで 無明が そ の ま ま明 なの で ある （この 事態が 、

広 く大乗教典 が明 らか に した 第二 の 真理で ある ）。 また 、 上 記 の 説明 は 中観的説明で

あるが 、 同 じ事態 （第
一 と第二 の 真理）は 、 唯識説の縁生依他性 と二 分依他性 に

よ っ て 、更 に明確 に説明 され て い る 。
こ れ に つ い て は 、近 く 『唯識説 に お け る

真理 の 意喇 と して 発表 を準備 して い る 。 （注）〔1）〜 （注）（7）

（注）

（注 ）

（1＞A 資料 の 如 く「五 蘊 は寂滅 で あ る 」とす る事 態を 『大智度論』第 43 巻 （大正

372 上 中）は次の ように説明する 。

「五 蘊の 自相が離な るこ と （＝自相が な い こ と）を知れば即ち是れ寂滅に して涅槃

の 如 し」と言える 。 しか し、こ の よ うに く自相がな い こ と〉 を知 っ て 〈五 蘊に 〔執〕

着する こ と〉 を離れて も、〈五蘊の 自相が 離 なる こ とを意識 〉 すれ ば 、 〈無相に 対

して 〔執〕着〉 （A 、
→ a2 ） して しまうこ とに なる 。 したが っ て こ れで は悟 りとは 言

えな い
。 悟 りにお い て は く無相 とい う相 も含め た

一
切相 〉を離れ 、〈空の 相 （

＝
a2 ）、

無相の 相 （＝ a2 ） 、 無作の 相 （；a ，）もない 事態〉 、即ち そこ で は く識別作用が な

く 、

一
切法 を 〔感〕受せず 、

一
切法 に 〔執〕着 しな い 〉 とい う事態 ←A 。、第

一
真

理 ）が実現 して初め て悟 りとい うの で あっ て 、
こ れこ そが 「五 蘊 （＝ X ）は寂滅 （＝Y

（A ，））で ある 」の 意味 なの で あ る 。 （2 −（1　X2×3）参照）

（2）仏陀の 眼 に写 る風光を更に分析すれ ば 、 次 の 二 つ とな る だろ う 。

  そ こで は能取 、所取 、 認 識作用 の 三 者が な く、全て （＝ X ）が 「
一

」 嘸 相 ） にな

っ て い る状態 。その イ メ ージ と して は 、禅定 （止 ）が 完成 し 、こ れ ら の 三 者が

「一 」となり （第一真理）、 その 「
一

」は 、 『起信論』で 記 され る 「
一
心 」の 独存の 状

態で ある 。 すなわち 『起信論』に即 して 言えば
、

一
心に 無明が働 き掛けず従 っ て妄

心 （＝ 識別作用）が な く 、 妄境 界 （＝ 認識対象）、転識 （
＝
認識 主体）　 以 上の 三

者が X 一が未成立で意識 に上 っ て 来ない
、 「

一心 独存 」の状態 （＝ 根本智）で ある 。

  無明を滅 した仏の 智慧は上記 「
一心 独存 」「心真如 」 （＝ 根本智）で あるが 、 仏 に

とっ て は因位時の 誓願に よる衆生利益 を実践する ため に 、 凡夫の 妄心 に よ っ て成立

した個別現象界（X）が 、仏智 に顕照されて くる （＝仏の 後得智）。 しか しこ の認識 は無

明 ・妄心 に基づ い た もの で はない の で
、 執着が 全 くな く、根本智そ の もの で ある 。

こ の 後得智 と根本智が 合 した仏の 智慧 を
一

切種智 と名づ ける
。

こ の
一

切種智 に よ
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っ て 、X が顕照 されて い て も、それ は 、その ままA 、事態 と して ある （『大乗起信論』

平川彰 大蔵出版 仏典講座 22333 〜 6 頁）。 か か る事態 を記述 する例 を経論よ り

下記 に引用する 。

1 「菩薩摩訶薩は 、
二 諦 の 中 に住 して 衆生の 為に世諦 と第

一
義諦 とを説法す 。」

（『大品般若』405 上）

2 「菩薩は二 諦の 中に住 して衆生 の 為に法を説 くも 、 但だ空の み を説かず 。 但だ有

の み を説かず 。 愛著の 衆生の 為の故 に空 と説 き、取相著空の 衆生の 為の 故 に有 と

説い て 、有無 の 中の 二 処 に染せ ず 。 是 くの 如 き方便力 を以 て 衆生 の 為に説法す 。」

（『大智度論』703 中）

3 「菩薩は般若波羅蜜を行ずる時 、 衆生を見る も衆生無し 。 但だ し衆生相の 中に住

し 、 乃至知者無く賢者無 くも知見相の 中に住 し 、 衆生 をして 顛倒を遠離せ しむ 。 遠

離 し巳 りて
……是の 中 に住する も、妄相所謂衆生相乃至知者見者相有る こ と無 し 。

……是の 方便力を以 て の故に 菩薩摩訶薩 は 、 般 若波羅蜜を行 ずる時 、自ら著する と

ころ無 く 、 亦た教えて
一

切 衆生 をして著する とこ ろ無 きこ とを得せ しむ 。 〔こ れ ら

衆生 済度の 活動は〕世諦の故で あ っ て 第
一義に非ず 。 」（『大品般若」414 中）

4 「仏 は大恩 力有 りて 諸法平等 （
＝無相 、認識対象の 止滅）の 中に 於い て 同ぜ ず し

て而 も 〔俗諦世界に現われて 〕諸法を分別す 。」（同 415 上 ）

5 「諸仏大菩薩は第
一義を得た り 。 故に 、 衆生 を度せ ん が為に 第

一
義を得せ しむ 。

諸法 を分別す と雖 も 、 是れ虚妄 に非 ざる な り。」 （『大智度論」 727 上）

6 「若 し仏 、諸法の 相 を分別せ ず 、〔俗諦 ・勝義諦の 〕二 諦 を説か ざれ ば 、 云何が

善 く畜生 〔界〕等 を説か ん や 。 〔仏は 、勝義諦 ＝ 真如 ・空 で あ る ところ の 〕所謂 平

等 に於い て動ぜ ず して （＝そ こ に とどまっ た ままで ）、而 も 〔俗諦 た る〕諸法 を

分別す 。 」 （同 728 上 〉

「仏 は 、 寂滅不二 の 相を知 る と雖 も 、 亦 た能 く寂滅の相 の 中 に於い て （＝ 悟 っ た ま

まで ）、 〔俗諦の 〕諸法を分別 して 、而 も戯論に堕せ ず 。 」同 727 下 。

「菩薩は第
一義の 中に於 い て 、 動ぜ ず して 衆生 を利益す 。 方便力の 故に種々 の 因縁

を以 て 衆生の 為に説法するな り。」（同 728 中）

7 「若 し説法の 菩薩 、 実法明 （＝諸法実相 、 空 、 悟 り）に 入 らば 、 功徳力を以 て の

故に 、〔五 欲 （
＝
認識対象）を〕受 く 。 而 も染する とこ ろ 無 し 。 亦た 〔次の 〕三事

を以 て の 故に 、是の 五欲 を受 く 。 〔即ち〕  方便力 を以て の 故に 、  衆生をして 善

根 を種え しめ ん と欲する が 故に 、  衆生 と其の 事 を同ぜ ん と欲する が故 に 、〔五

欲を〕受く 。 大師 （＝ 仏〉、方便法を以て 衆生 を度 し 、 福徳 を得せ しめ んが為の 故

に 、 是の 諸欲 を受 く 。 」 （『大品般若』416 下）

8 「菩薩は 、

一
切法は畢竟空に して性は無所有な りと知っ て 、 而 も能 く還 っ て 善法

を起 こ し 、六波羅蜜 を行ずる も空に随わず……涅槃に入 らず 。 是れ を方便 と為す 。
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（注）

（注）

（注）

…・・
仏は 世俗の 法に随 っ て 衆生 を引導す 。 」 （『大智度論」 754 下）

※ 菩薩は 畢竟空 を悟 っ て はい る もの の 煩悩の 習気 を断滅 して お らず 、空 ＝ 涅槃 に

入 らず 、 衆生 利益の 為に 俗諦 に と どまる 。 仏は 涅槃 に 入 っ て い る もの の 、 後得

智 を得て 俗諦 に戻 っ て 衆生 を利益す との 意味で ある 。

（3に れ に対 し 4 −〔2）の 記述 は 、 般 若経的に理 解 され た A 資料の 意味 を記述 した も

の で ある 。 即ちそ こで は 、 注  に述 べ た禅定 （止 ）の イメージ としての 「
一

心独存 」

「心真如 」を記述す る の で は な く 、 イメージ と して は
、 禅定 （観）に お い て 成立 し

て い る く諸 法の 真の 在 り方 （空 なる 在 り方 ＝一切 法が 個別相 な く 、平等 に な っ て

お り、無 自性 で あ り、したが っ て不生不滅 、不去不来 、等 々 ）〉 を記述 した もの で

ある 。
こ の 両 者の 相 異は 、 そ こ に理 解 され て い る 〈真如 なる事態 〉の 相異 を示 し

て い る の で は なく 、 両者 と も同
一

なる 〈真如な る事態 〉 を述べ た もの なの だが 、

そ れ を説明する仕方 の相異 、換言すれ ば 〈同一 なる真如 〉を理解する ため に使用

され る 道具概念の 相異か ら生 じた もの と言 えよ う 。
つ ま り 『起信論』に おい て

は
、

〈無明 と一
心 〉 の 二 つ を根本要素と して （同前 205 頁）、

こ の 二 つ に よ っ て
、

全ての 現象界（X｝の成立 を説明する の に対 し 、「般若経』で は 〈
一
心 〉 を立 て ずに 、

凡夫に とっ て 現に成立 して い る 〈能取 、所取及び識別作用の 三 者 （こ れ ら は無明

を最終的根拠 として い る の で あるが ……
）か ら出発 して 、こ の 三 者 として 成立 し

て い る現象界（X）が個別相を滅 した事態 、 即ち 、 三 者 と して 成立 して い る現象界図

の 、「その ままの 真 と しての 在 り方 」〉 その もの を、〈空 、無相 、平等……〉 とし

て 、即ち真如 と して 理解 して い る もの で ある 。 『起信論』 は 仏の 後得智の こ の 働

きを不思議業相 と呼ぶ
。

（41以上の 事態 を 『起信論』は 別の 角度か ら 、 始覚の 四相と して次 の よ うに説明す

る （岩波 30 〜 32頁〉 。 その 要旨は次の 通 り。

「修行者は 、 行の進展 に応 じて 、 不覚 （悪念を滅す） 、 相似覚 （妄念の 種々 なる異

相 を覚す 。 即ち人我執が ない ）、 随分覚 （妄念の 住相 、即 ち法我見 を覚す 。 即ち法

住相が な い 〉 と進み 、そ の次 に 、完全な覚 りに到 る
一

刹那前の 〔智〕慧 （
一

念相

応の 慧）に よっ て 、 無明の初起 （＝生）を覚る 。
こ の こ と に よっ て 、最後の 段階で

不覚 （悪念の 滅）、 相似覚 （妄念の 異相）、随分覚 （妄念の 住相）、及 び無明の 初

起 （生 ）の 覚 りの 全てが 、 個別相（X）と して 認識 され る 。 第四 の 〈無明の初起を覚

っ た 〉状 態は 、 次 の 刹那 に は完全 な覚 り （究竟覚） に なる の で あ るが 、究竟覚に

お い て は 、それ 以 前で は各々 個別 な始覚 と認識 され て い た 四 つ の 始覚 （＝ X ）が 、

全て 平等 となっ て 、全て が究竟覚 とな っ て しま う （X ＝ A ，）の で ある 」 （平川 同前

110 〜 115頁参照） 。

（5〕『般若経』的理解 と 『起信論』的理解の 相違 を端的に示すの が 、明 と無明に 関

す る記述で ある 。 『般若経」的理解で は 、 上述注（3｝の 如 く 、 無明 と
一

心 を前提に し
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「初発心 時便成正覚」の論理構造 と本覚思想 （島村 ）

（注〉

（注）

な い で 、凡夫に とっ て 成立 して い る能所 、 識別作用か ら出発する の だが 、 実は 、 無

明 も明 も言語表現で ある の だか ら 、 既に 概念化 （明 ＝＝a2 、 無明
＝B） してい るの で

あ っ て 、 そ れ らは能取 、所取 とな っ て お り、そ して 無明か ら識別作用等が十二 縁

起 に よ り成 り立 っ て い るの で ある 。 したが っ て A 資料 9 に 見 る如 く 、 覚 りにお い

て は 、無明は その ま ま明 （
＝ 浄 ）と して理 解 され 、

一
方 、『起 信論』的理解で は 、

無明 と一心は
、 言語表現 （＝概念的理 解） と して は相互縁 起の 関係に ある （「若 し

覚性 を離る る ときは則ち不覚無 し 。

……若 し不覚の 心 を離る る ときは則 ち真覚の

自相の 説 くべ きもの 無 ければ な り」岩波 34 〜 36 頁）の で はあ るが 、全体 的理解

におい て は飽 く迄 、 無明と一心 を二 つ の基本要素 と して前提 し 、 その 両者の 関わ

りか ら 、 識 別作用 （業識 ）、 能取 （転識 〉、 所取 （現識）の 三 者が 凡夫に お い て は

成 り立 つ 、と理解する ので ある 。

｛6）『大智度論』にお ける具 体的記述例 は 次の 通 り 。

「凡夫の 人の 知る所の 色（B）を名づ けて色 となす 。 こ の色は如 （＝ 真如
＝A ，）の 中に

入 れば 、更 に不生不滅 （＝ 空 ＝ Al ）な り。 」 （『大智度論』382 上 〉

「諸の 煩悩（B）は 、実相 （A ，）に与 （くみ）すれ ば 、常 に性 空 （A ，） に して 、心 相

異 なる こ とな し （
＝心 相平等 ＝空 AI ）。 凡夫地の 中に住すれば是 れ垢（B）、是れ浄

（a2 ）な り 。 」 （同 385 中）

「世 間出世 間有漏無漏の 色〔B）も 、 〈縛なく〉 （軍 A1 ）、 〈脱 （a 、 ）な し〉 （＝ A ，）。 受想

行識（B〕も亦 〈縛な く〉 （
＝Al ）、〈脱 （a2 ）な し〉（

＝ A 、）。 何 となれば 、 所有無 き

（＝ 空 ＝ A ，）が 故に 。 離 （＝空 ；A1 ）の 故 に 。 寂滅 （＝ 空 ≡ A ，）の 故に 。 不生 （＝

空 ＝ A 、）の 故に 。 」 （同（3｝68 頁 『大品般若』249 中　無縛三脱品第 17）

（7）さ らに 、

「本来、 無為で あ り悟 りそ の もの と して の 仏 陀す なわち法身には 、……因果の 制約

下 に ある もの が 有 る筈が ない
。 」（『中観と唯識』長尾雅人 ・岩波 1978 年 3 月 572

頁）

「無去三 昧 とは 、是の 三 昧を得れば 、

一切 の 諸法を観ずる に 、因は 変ぜず して果 と

為る こ と 、乳の 変ぜず して 酪となるが如 し 。 」（『大智度論」401 上）

「若し頗 （ぱ）字 を聞けば 、即ち
一
切法は因果空な る こ とを知る 。」 （同 409 上 ）

「諸法の 因果は皆是れ虚誑 に して 、無明に因るが故に 、 衆生の心 を誑 （まど）わす

こ とあ り 。 」 （同 426 下 ）

「清浄 を得れ ば （＝ 悟 れば ）因縁 な く 、 〔そ こ で は〕染垢穢 も亦因縁 な し 。 」（同

429 中）

「諸法実相をば 、 亦 た 、 〔業果 を〕受け る こ と無 しと名づ け 、 また如 とも名つ く」

（同 454 中）

「如 ・法性 ・実際 は 、因縁 よ り生 ぜず 。 常に有な るが 故 に 、名づ けて 果 と為す 。 」
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（同 665 中〉

「因縁起作の 法は妄想 より生 じて実に非ず」 （『大品般 若』 345 中）

「若 し法性 、先無 後有に して 因縁 よ り生ぜ りとせ ば 、〔是れ 〕即ち凡夫の 法 （＝ 俗

諦法）と異な る無 し 。」 （『大智度論』692 中）

「第
一

義の 中に は因縁果報 を説 くべ か らず 。」 （『大品般若』397 中）

「空も亦た因縁 よ り生ぜ ず 。 無為法 も亦是の 如 し」 （『大智度論』728 中）

「自相空 なる （
＝

自性 を欠い た）法中に は 、 衆生 無 く、業 因縁無 く、果報無 し 。 」

（『大品般若』411 下）

（3） 従 っ て 、 勝義諦 にお い て は X ＝ A1 が 常 に成 立 して い るの で あ る 。 こ れが現

　象界 の そ の ま ま （＝真如 ）の 在 り方 な の で あ る 。

一 方、 凡 夫 の 意識 に映 じる

　X ＝ B の 世界 は 、 彼が 、 〈無相平等 なる X ＝ A1 世界 〉 を対象 に して 、 そ こ に無

　明虚妄分別が作用 して 、〈彼 に対 して 世界 （x ）が個別相 （B ）と して 映 じて い る

　事態 〉 とな っ た もの なの で ある 。 即ち 、 仏 眼 に は X ・＝ A ，は常に 成立 して い る

　が 、 肉眼 に は不成立 で ある に の 両者を同一事態とみ る天台本覚思想とは異な る）。

〔4｝ 上記〔1）〜〔3｝か ら、 「一切 衆生即 ち全 て の 修行者 （＝ X）は、 真実の 在 り方 （＝

　真如 ＝ A1 ）か ら見 れ ば、 そ の ま ま悟 っ た 状態 に あ る （＝ Y）」、 つ ま り 「X ＝ Y」

　は常に成立 して い る と言えるので ある 。

　   こ の こ とを根拠付 ける命題が B 資料の （4 − 2 ）に対応す る漢訳の 「六 十

　　華厳』の 「初発心功徳品」に見出だせ る （大正 9 巻 452 上 ）。 すな わち 、

此の 初発心の 菩薩は即 ち是れ仏なるが 故に 、 悉 く三世の 諸の 如来 と等 し く

亦三世 の 仏 の 境界に等 しく、 悉 く三世の 仏の 正 法 と等 し く、 如来の
一

身 と

無量 の 身 と三 世の 諸仏の平等 なる智慧 とを得 た り。 所化の 衆生 も皆悉 く同

等な り」 （此 初発心菩薩即是仏故 。 悉与三世諸如来等 。 亦与三 世仏境界等 。 悉与三

世 仏正法等 。 得如来
一身無量 身三世諸仏平等智慧 。 所化衆生皆悉同 。 ）

つ ま り 、 「初発心 の 菩薩 はその ま ま仏 なの で ある の だか ら 、 悉 く三 世 如来

と等 しく、 三世の 諸仏等同の 智慧を得た」 とい う、 「初発心 時便成正 覚」の

記述 に続い て 、 「こ の よ うな事態 は所化の 衆生 の 場合 も悉 く同 じ く等 しい 状

態 なの で ある」 と述べ られ て い るの で ある 。 『六 十華厳 』に 対応 す る 梵本及

び チベ ッ ト訳 は存在 しない の で 、 原 テ キス トの 記述 は確認で きない が 、 原

テ キ ス トの 作者又 は そ の 漢訳者が こ れ を追加す る 必要 を認 めて い た こ とは

確かで あ る 。
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「初発心時便成正 覚」の 論理構造 と本覚思想 （島村）

　　そ れ で は こ れ が 追加 され て い る 意味 は何か 。 まず言 える こ とは 、 所化の

　衆生 は菩薩で は ない の だか ら、必ず しも初発心 して い る とは限 らない とい

　うこ とで ある 。 それ故 、 経典 の 記述 に従 うな らば 、 初発心 して い ない 衆生

　で あ っ て も諸 仏 と等 しい こ とに な る 。 だか ら初発心 は必要条件で は な く、

　A 資料全て に見 られ る 、 世 間に お け る諸現象 （＝ X ）が そ の ままA ，で ある

　とい うこ とが 説かれ て い る こ とに な る 。

  更 に 、 同様の 記 述 は 『八 十華厳』の 「阿 僧祗品」に も見出だせ る。 即ち

　前述  に述べ た通 り、 世界にお ける 諸現象 （＝ X）は、 そ の まま仏陀の 目に

　写 る とAl 世界なの で あ るが 、 この 事態は 、
　 A 資料 14 及び 42 の 如 く、 有仏

　無仏に かか わ らず 自ず と成 立 して い るの で あ る。 しか しなが ら、
こ の 事態

　が 、 〈仏教教理 の 中に位置付 けて 理 解 され る 場 合は 、 そ の 仏教的真理 世 界 〉

　は 、 仏 陀が 阿耨多羅三 藐三 菩提 を完成 した 時 には じめ て 成立するの で あ る

　（注）　（1）。 こ の こ とは仏教 で ある 限 りは当然の 前提に しなけれ ば な らな い
。

つ

　ま り、 仏陀が 悟っ た 時 に 、 同時 に仏教教理 の 中にお ける理 解 と して の
、

　　 〈X ＝ A1 ＝ ＝ 阿耨 多羅三 藐三 菩提 と して 理 解され る事態 〉が成立 する の で

　 ある 。

こ れ を述べ た もの が 、 次の 驚 くべ き主 張で ある （『八 十華厳』大正 le 巻 240

下）。

「〔仏陀が正 覚を実現 した時 に 〕十方の 所有る諸の 衆生は 、
一 切同等 に正覚

を成 じ 、 中に於 い て
一

仏は普 く能 く不可言説の
一

切の 身 （− A1 ） を現ず 。 」

また 、 華厳二 祖智儼 は 『華厳孔 目章』に お い て 次の よ うに述 べ て い る （大

正 45 巻 586 下）。

「
一
乗の 法義 、 成仏せ ん に は一

切衆生 と共に 同時同時同時 同 時同時同時同

時同時 同時同時に 成仏 し、 後後後後後後後後後後 に皆新新 に惑を断ず 。 」

次に 、 華厳三 祖法蔵 は 『華厳五教章』にお い て次 の よ うに述 べ て い る （大

正 45 巻 496 上 ）。

「若 し円教 に依 らば
、

…… 但だ法界 、

一
得

一
切得の 如 くなる が故 に 、 是の

煩 悩 も亦 た 一 断一切 断な り。 故 に普賢 品 に は 一障一 切障 を明か し 、 小相

品に は
一

断
一

切断と明かすは こ の 義な り。」

さ らに 「釈摩訶衍論』は次の よ うに述べ て い る （大正 32巻 618 上）。

「唯一行者が、無念 （悟 り）を得 た時 、

一
切 衆生 も悉 く無念を得。」
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（注）（1）「〔仏が 〕若 し智慧 の 灯を以 て我等 を照 ら さずん ば、則 ち 見る所無 し」 （『大智 度

論』357 下）。 さ らには A 資料 3〔｝、56、59、60 の 『起信論』の 叙述 にある 「衆生

と仏 とは 同体で ある 」を参照 され た し 。

5 ． 「初発心 、 三密加持 、 小石で 仏塔をつ くるこ と」 等の限定語をつ

　　　　けた理 由

　 A 資料 に見 る よ うに、 諸現象 （X ）が その ままA ，で ある こ とは 、 特別の 条件 の

ない ままに 当然 の こ ととして 成立 して い る の だか ら （と言 っ て も我々 は、その 事態

はあ くまで 「勝 義諦 か ら見る な らば」 とい う前提の もとに ある こ と、即 ち仏の 目に映 じて

い る事態で あ るこ とを忘 れて は な らな い の だが ……）、 上 記の 「初発心… …」等を悟 り

の 原 因行為 とす る 必要 は全 くない （何故 な ら、 4 −
〔2｝で述 べ た よ うに 仏陀の 目に写 る

真理世 界におい て は因果関係 は成立 しない か らで ある）。 に もか か わ らず、 こ れ らの
一

見、 原因行為 とみ える もの を付加 して い る理 由は何 か 。 こ れ迄検討 して きた よ う

に 、
B 資料に述べ られた事態がA 資料 で 述べ られた事態 と同

一
事態 と考える な ら

ば、 これ らの B 資料で 言及 され た原 因行為は 不 要な の だが 、 それ を敢えて付加 し

て い る理 由は 次の よ うに 考え られ るで あろ う。

　  「初発心 」 な る 限定語

　　　 修行 者が大乗仏教徒 と して 認め られ る に は、 まず例 外 な く初 発 心 を必 要

　　条件 とす る は ずで ある。 それ故 、 A 資料 で述べ られ て い る X ＝ y （A　1）な る

　　事態 を 、 「初発心 した修行者 に ・ して 　説法 して い る の で 、
こ の 限定語が つ

　　 い たの だ と考 えられ る 。

　  「三密加持」 な る限定語

　　　 即身成仏義 は 、 真言密教 の 修行者 （＝ 真言密教僧）に 対 して 説 い た もの で

　　 ある こ とは論 を待た な い
。 そ して 真 言密教僧 は全 員三 密加持す る者で ある

　　か ら、   と同 じ理 由で 、
こ の 限定語が付加 され た もの とす る解釈が可能で

　　ある 。 た だ し厳密に 言えば 、 「昼夜に精進 し漸次 に修練 して 」禅定が実現 す

　　 る よ うに なれ ば 、 三 密加持 とい う禅定状態は 、 A 。が 実現 して い る状態で あ

　　 っ て 、 それ はそ の ま まA ，事態で ある とい うこ と を述べ た もの とすべ きで あ

　　 ろ う。

　　※

』
こ れ に関連 して 筆者は 、かの 『秘密曼荼羅十住心論』 にお ける 第十住心 は 、単 に行
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「初発心時便成正覚」の 論理構造 と本覚思 想 （島槻

　　法 を説 い た の で は な く 、
三 密加持 （

＝
禅定）に よ っ て A 。が 実現 して い る とい

　　う事態を位置付けた もの とい う構想 を抱 い て い る 。 その 詳細な る展開に つ い て は他

　　 日を期すもの で ある 。

  「小石で 仏塔をつ くる こ と……
」 等の 限定語

　　法華経方便 品の 説法は 、 A 資料の 事態 を説法する 際に 、 傍 らにい る子供

　達 が小 石 を積 ん で 仏塔 をつ くっ た り、 木片で 遊 び なが ら仏像 を描 い た り、

　一
般参詣人が散心 の ま ま 「南無… …」 と唱 えて い た の で あろ う。 そ れ を材

　料 に して 説法者が 仏教 修行者 に対 して A 資料 の 事態 を説法 したの だ と考 え

　 られ る 。 尚 、 『大智度論 』は この 方便品の 記述 を引用 しつ つ
、 〔論者が小石を

　積め ば悟っ て しまうな らば修行は要 らな い の で はない か とい う疑問 を発す るの対 し

　て 、俗諦の 行者が 〕悟 りを得 る た め に は 、 そ れで も 「六 波羅蜜乃 至一 切種智

　を行ずべ し」 と答える （大正 619 中）。 付論参照。

  　　「阿字を聞い て 」なる限定語 （B資料一 8 参照）

　　説法者が 字輪観 また は阿字 観 を 日頃 修習 して い る真 言行者 に対 して A 資

　 料の 事態を説法 した の で あろ う。

付論 1　本覚思想 に関す る 『大品般若経』 と r大智度論』 に おける 議論

　命題
一
般に関する A1 か ら B の 階層性 を区分せ ず 、　A 資料 （A　1 ）を B （＝俗諦命

題） と錯覚する と 「一切が 悟 りな ら 、 現象界に い る現実の 自分 も当然その ま まで

悟 っ て い る こ とに なるの で 、 修行な ど必要ない 」 とい う誤解が生 じる 。

　これに関す る議論が 『大品般若』第 82 巻 と 『大智度論』第 92 巻及 び第 35 巻

で 展開 され て い る 。 その 意味は 、 概 ね次 の 如 きで あろ う。

〔1｝　 r大品般若経』第 82巻の 記述 （407 中以下 ）

　　 「諸法実相は常住で あ る の だか ら 、

一 切の 諸現象 （x）は悟 りの 状態 にあ る

　（＝ A1 ）。 そ うする と、
一 切の 諸現象に含 まれ る道 （＝悟 りへ 至 る六 波羅蜜 三十

　七助道法等） も悟 りとい うこ とに なる 。 そ うで あれ ば 「道」 を行ずる菩薩 （＝ B）

　は 、 成仏 してい ない 時点で も正覚 を得て い るこ と （＝ A1 ）に な りは しない か」

　　以上 が須菩提 の 疑問で ある 。 こ れ に対す る仏 の 回答は 次の 通 りで ある 。

　　 「仏は正 覚を得るの で は ない
。 何故な ら 、 仏とは 正覚の こ とで あ り、正覚 と

　は仏の こ とで あるか らで ある。 汝 （須菩捌 の 考えてい る事 は 〔
一

切 の諸現象

　（X − B）が Y （A ，）で ある とい うこ とで あ り、 確か に それ は仏に と っ て は成立
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　 して い るの だが 、 未覚者に も〕、 そ れ が成 り立 つ とす れ ば
、 汝の 言う通 り、 菩

　薩 は悟 っ て い な い 時で も正 覚 を得て い る こ とにな る 。 〔しか し、X ＝ B が 、 そ

　 の ままY ； A ，で ある とい う事態 は 、 菩薩 （X ）が俗諦 （；現象）世 界に 留 ま っ

　 て い る限 り、 X に と っ て は成 り立 たな い の で ある 。
つ ま り菩薩 （＝ B と して の X）

　 が B で ある 限 りは 、〕六 波羅蜜 、 三 十七 助道法を具足 （一完成） して 〔その 結果〕

　仏の 十力 、 四 無所畏 、 四 無碍智 、 十八 不共法 を具足 し 、 如金 剛三 昧 を具足 し、

　住 し 、

一
刹 那の 智慧 を もっ て 正覚 を得る の で あ る 。

こ の 時 に 〔菩薩 に対 して 〕

　名づ けて 仏 とな し 、 〔仏 とな っ た 菩薩は 〕
一 切法の 中 に於い て 自在 を得るの で あ

　 る 。 」

　　 つ ま り、 A 資料に説かれ た X （一 道を行ずる菩薩） ＝ Al （一諸法実相）は 、 仏

　 に とっ て は常に 成 り立 っ て い る （一常住）けれ ど も、 須菩提 の 目に 写 る菩薩 （x）

　 は B なの で あ り、 X が B に留 まっ て い る 限 りは 、
　 X に と っ て Y は実現 しな い

。

　 つ ま り、 3 − 〔3｝で 説い た よ うに 、 「道 ＝ 修行」に依 らな い 限 り、 X に と っ て は

　X ＝ Y （Al ）は成立 しない の で ある。

〔2）　 r大智度論』第 92 巻の 記述 （7〔〕5 中以下 ）

　　 こ こ で の 議論は複雑で 、 理解 しに くい もの で ある が 、 思い 切 っ て 省略 して要

　約すれ ば以下 の 如 くで あろ う。

　   仏 とは菩提 （悟 り）の こ とで あ り、 菩提 （悟 り） とは 仏の こ とで 、両 者は

　　
一

体の もの で ある 。 しか し 〈菩薩 （＝ B） は 仏な り〉、 とは 言 えな い
。 何故

　　 な ら 〈B の 世 界 ＝ 個別相の 世 界 〉 で は 、 菩提 を得 た者 を仏 と名づ け る の で

　　 あ っ て 〔悟 りを得 て い ない 〕菩薩 （＝ B）は 仏で は ない か らで ある。

　   〔
一

方 、 仏眼 に 映ず る悟 りの 世界 （A ， ）で は 、 A 資料 に見 る よ うに〕五

　　 蘊 は仏法で あ り 、 菩提 （悟 り）は五 蘊の 実相で ある 。

一
切の 法 の 実相 は皆、

　　菩提 （悟 り） と して あ る の で 、 諸 法実相 は 悟 りで あ り仏で あ る 。 そ れ 故 、

　　 「菩提は是れ道 （＝悟 りへ の 道）、 道 は是れ 菩提」なの で ある 。 〔した が っ て そ

　　 こ ＝ 仏眼 に み え る世界で は
、 菩薩は その ままで悟 りの 状態に あるの で ある。 〕

　   〔  と  の 関係 は 次の 通 り。 即 ち、 こ の よ うに悟 りの 世 界で は 、

一
切 の

　　 諸法が全て 無相平等 なる悟 りの 状態 にあるの だが 、〕凡夫は 〔こ の 事態 を知

　　 らず に 、 無明 に よ っ て 〕心 中に
、 それ ぞれ 異なる 〔個別相ある 〕 もの と し

　　 て 、

一
切諸法 を分別 して い る だ けの こ となの で ある 。

〔3）　 r大智度論』 第 35巻の 記述 （321 上 ）
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「初発心時便成正覚j の 論理構造 と本覚思想 （島村）

　上記 の 〔1）と  で は 、 「A 、にお い て は 、 成仏以前の 菩薩は そ の まま悟 っ て い る」

の だが 「B にお い て は 、 菩薩は修行 を完成 して 初め て 、 仏 となる」、 とい うこ

とを述べ て い る 。 そ れ に対 して こ こ で は 、 声聞 ・独覚の 智慧 と仏の 智慧 は 、 A ，

に おい て は全 く一味 に して 差別 な きこ とが説か れ て い る 。 加 えて、智慧 と愚痴

とい う対極の も の すら 、 般若 波羅蜜多 （＝ A1 ） に おい て は全 く
一 味で あ り 、

無 差別で ある とされ （A 資料 49＞、 更に
一般化すれば 、 「内外の 諸法 は般若波羅

蜜多 （＝ A 、）に おい て は皆
一

味 となる」 と説かれ る 。 （天台本覚思想におい て は俗

（B） と仏眼 （Al ）を区別せ ずに、B＝A1 と したために修行不要論 を説 くに至 っ た が 、 イ

ン ドで は、B と A1 は峻別 されてい るの で ある 。）

付論 2　 r大品般 若 経』 第 2 巻往生 品に み る注 目すべ き記述

上記該当個所 に次の 記述がある （226 上 ）。

「  　菩薩摩訶薩有 り。 初発意の 時六 波羅蜜を行 じ 、 菩薩の 位に上 り、 阿

　 惟越致地 （＝ 不退転）を得 （有菩薩摩訶薩。 初発意時 。 行六波羅蜜 。 上 菩薩

　 位 。 得阿惟越致地）Q

  菩薩摩訶薩有 り。 初発意 の 時即 ち阿耨多羅三 藐三 菩提 を得 て 、 法輪

　を転 じ 、 無量 阿僧祗の 衆生 と与 に 益 を作 す こ と厚 く、 已 りて 無余涅 槃

　 に入 る （有菩薩摩訶薩 。 初発意時 。 即得阿耨多羅三藐三菩提 。 転法輪。 与無量

　 阿僧祗衆生 。 作益厚 。 已 入無余涅槃）。

… …

  菩薩摩訶薩 有 り。 初発 意の 時般若波羅蜜 と相応 し、 無数百千億の 菩

　薩 と与に、
一 仏国よ り

一
仏 国に至 る 。 仏国土 を浄め んが為の 故な り （有

　菩薩摩訶薩 。 初発意時 。 与般若波羅蜜相応 。 与無数百千億菩薩。 従
一

仏国至 一

　 仏国 。 為浄仏国土故）。 」

　以 上 の 三 種の 菩薩の うち    は 、 「初発心時便成正覚」と同内容の 如 くで ある。

こ の 意味 を どう解釈すべ きか 。 問題 は B資料 につ い て の 一般解釈 の如 く、「初発

意」 を 「正 覚」の 十分条件 と して の 原因行為 と して解釈で きる かで ある 。

　そ こ で 『大智度論』第 38 巻末尾 に お け る龍樹 の 解釈を見る と
、 次の 如 く要約

しうる 。 （342 中
〜 3上 ）

（1） まず  の 菩薩は 「初発意 時に 菩薩位に入 る」の だ か ら 、 まだ 「成正覚」以

　前で あ っ て 、本稿で 検討 して い る テ ーマ で は ない が 、 参考の 為に龍樹の 解釈 を

　見て お く。
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「初発心 時 、 入菩薩位」 に つ い て龍樹 の 挙 げる 原因は 、次の 四つ で ある 。

イ

ロ

ハ

先 〔世〕におい て 既 に無量 の 福徳 〔資糧〕を 〔積〕集して い る こ と、

利根に して 、 心堅 い こ と 、

仏 に従 っ て法 を聞い て い る こ と 、

以上 が 整 っ た後 に 、 仏教徒 と して の 必要条件 で あ る 「初発心」を

する こ と 、 で ある 。

　　 つ ま り、悟 りの
一

般 式 「教 一信 一行 一証」の 変形で ある 厂行 （＝イ福徳資糧

　積集）
一教 （＝ ハ 仏法 を聞 く）

一信 （＝二 初発心 ）が前提 とな っ て い る の で あ っ て 、

　 3 − 〔3）で 「行が必 要で ある」 と述べ た事態で ある 。

  次  の 「初発意時即得阿耨多羅三藐三菩提」の 原因は次の 四 つ が あげ られ る 。

イ　 世世 よ り已来 、 常 に真実 を好 む こ と 、

ロ　利根に して 、 心堅 い こ と 、

ハ 　久 し く無量 の 福徳 と智慧 〔の 二 資糧〕を 〔積〕集 して い る こ と、

二 　以上 が整 っ た後に 発心す る こ と、で ある 。

　　つ ま り、 「教 （一イ常 に真実 を好 む、ハ 智慧資糧積 集）
一行 （＝ ハ 福徳資糧積集）

　
一
信 （＝二 初発心）

一証」の 基本構造が保た れ て い る 。

  最後の 菩薩   は 「初発意時 。 与般若波羅蜜相応」 とあ るが 、 こ こ で 「相応」

　の 意味は 、 般若波羅蜜 とい う事態 に違背す る こ とな く結 びつ い てい るの で、随

　順 して い る とい う意味 （r大智度論』366 中）と考え られ るの で
、 「成正 覚」に極

　め て近似 して い る 菩薩iの 境地 と解釈で きる 。 そ こ にお い て 、 この 原因 と して 龍

　樹が挙げるの は次の 3 つ で ある 。

　　　　　イ　久 し く福徳 を 〔積〕集 して い る こ と
、

　　　　　 口　利 根に して 、 心堅 い こ と 、

　　　　　ハ 　以上 が整 っ た後に 発心する こ と、 で ある 。

　　 こ こ には 「行 （一イ福徳積集）」 と 「信 （一ハ 初発心）」の 2 つ は あるが 、 上記

　｛1　X2）に 見 られ た 「教」が 説か れ て い な い
。 しか し（3〕の 菩薩の 例 と して 龍樹は

　「阿 弥陀仏 が先世 に お い て法蔵比 丘 とな っ て 、 清浄 〔仏 〕国土 を荘厳するが如

　 し （阿弥陀仏 。 先世作法蔵比丘 。

…… 自荘厳其国 （＝ 清浄国 〔土 〕）」 （「大智度論亅 343

　上 ・
漢文

一
部訂正） とす る 。 即ち文中に 「比 丘 」 とあ るか らには 、 「教」は 当然

　の 前提で ある と考えられ る 。 従 っ て こ こ で も 「教一信
一
行

一
証 （に近い 状態）」

　の 基本構造は保 たれてい る と言 えよ う。
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「初発心時便成正覚」の 論理構造 と本覚思想 （島村）

　 〈追　記 〉

　本論の 作成にあた っ て は
、 国際仏教学大学院大学教授 ・東方学院講 師で ある津

田真
一

博士 の講筵に列する機会 を得 た こ とがそ の 大 きな機縁 とな っ て い る 。 博士

の 学恩 に深 く感謝する もの で ある 。 また 、華厳教学お よび 『釈摩訶衍論』に関す

る知見は 、 早川道雄博士 の 教示 に依 っ た もの で ある 。
こ こ に謝意を表す る 。

　 ［A 資料 （俗諦 ＝ 真諦の諸例）］

1 「色 は
一

切智性で ある 。 受 ・想 ・行 ・識 も同様に
一

切智性で ある 。 」

　　rUpam 　eva 　hi　sarvajfiatb ／evam 　vedanaiva 　sa ！pj且aiva 　sarpsk 巨r5 　eva ！

　　vij飴 nam 　eva 　hi　sarv 司飴 t誑 （「八千頌般若』vaidya 本 151 頁 L16　
一一

　18）

2 「色 は即ち是れ薩婆若、薩婆若は 即ち是れ 色 な り。

……
色の 如相 と薩婆若の 如相 は

一

　如 に して 無二 無別な り。 乃至
一

切種智 も亦 た是 くの 如 し 。 」 （『大 品般 若』334 中〜下）

3 「色 は即ち是れ菩提 な り。 菩提は即ち是れ色 に して 二 ならず 。 分別すべ か らさればな

　 り。 」（同 403 下）

4 「菩提 を諸法の 実相と名つ くるは、是れ諸仏所得の 究竟実相に して変異ある こ とな く、

　一
切 の 法は菩提の 中に入 っ て皆寂 滅の 相 な る こ と、

一
切 の 水の 大海 の 中に入 れば、

　同 じく
一

味 となるが如 し。 」（『大智度論」708 頁上 ）

5 「実際と衆生際とは異な らず 。 」 （「大品般若亅 400 下 ）

6 「色 は法性 と異ならず、如 と異ならず、実際 と異 な らず 、 受想行識乃至有漏無漏も亦

　異な らず 。 」 （同 397中）

7 「諸法 と般若波羅蜜多とは無二 無別な り。 」（同 392 上 ）

8 「仏 、 仏の 十力 、

一
切種智 、 五蘊 、

一
切法は 解脱 に等 し。 」（同 301 下）

9 「無 明は浄 なるが 故 に諸行 も浄な り。 諸行浄 なるが故 に識 も浄な り。 識浄な るが 故に

　名色 も浄な り。 名色 浄な るが故 に 六 入 も浄な り。 六 入 浄な るが故 に触 も浄 な り。 触

　浄 な るが 故に受 も浄 な り。 受浄 なるが故に愛 も浄な り。 愛浄なる が故 に取 も浄 な り。

　取浄な るが 故 に有 も浄な り。 有浄 なる が故 に生 も浄 な り。 生 浄な るが 故に老死 も浄

　な り。 老死 浄な るが 故に般若波羅蜜多は浄な り。」 （同 306上 〜下）

10 「我所有無 きが故 に色所有無 く畢竟浄な り。

……我所 有無 きが 故 に受想行識所有な

　 く畢竟浄な り。 」（同 307 上）

11 「善法 ・
不善法 ・有漏 ・無漏 ・有為 ・無為等 の 法 、 是 くの 如 きの 諸法の 不二 法門 に

　入 り、実 の 法相の 門に 入 る 。 是 くの 如 きの 人は 、竟 に是の 中 に深 く諸法 の 実相 に入

　る時、心忍 に して 直ち に無諍無碍 に 入る 。 是れ を法の 等忍 と名つ く。」 （『大智度論』

　97 中）
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12 「涅 槃は世 間に異な らず、世間 は涅 槃と異な らず、涅槃の 際 と世 間の 際 とは一
際 に

　 して異なる こ と有る こ と無 きが 故な り。 」（同 198 上）

13 「こ の 世 に存在する もの は全て 最 初か ら常に 平安で 静か で ある 。」 （「法華経』 （上 ）

　111頁　岩波文庫 ）

14 「有仏 、 無仏に も、 是の諸法の法相は常住な り 。 衆生 は、是の 法 （＝諸法〉が法相

　 （＝諸法実相）に住す る こ とを知 らず 。 」（『大品般若」408 上 ）

15 「菩提は即 ち是れ 五衆 （＝ 五蘊）の 実相 な り。 」（「大智度論』708 上）

16 「
一

切法は 本来寂静 した もの で ある 。 」（「華厳経』入法界品 （上 ）梶 山雄
一

訳　77 頁

　 中央公論社 1994 ・1）

17 「あ らゆ る存在 は もと もと涅槃の うちにある 。 」（『十地経』荒牧典俊訳 49 頁　中央

　公論社　大乗仏典 8）

18 「あ らゆる存在 は空で あ り、 もと もとの 本性 か らして 寂静で あ り
……

」 （同 166 頁）

19 「あ らゆる存在は無生 に して寂滅 して い る……。」 （同 237頁）

20 「物質的存在 と悟 りは等 しい もの で あ り、 その 二 つ に差異は 見られ ない
。 」 （『三昧

　王経』ll　 田村訳　40頁　中央公論社　大乗仏典 10　S50）

21 「過去の
一

切 の もの が 涅槃 に等 しい と観察 で きれ ば 、その 人 は仏を 見 、 完全 ・永遠

　に安 らぎに住 （と ど）まろ う。 」 （「華厳経』木村清孝訳　96 頁 　筑摩書房）

22 「諸法の 性は常 に寂然な り。」 （『八 十華厳』大正 10 巻 6頁下）

23 「一切の 法は彼岸に至 れ り。」 （同 214 頁下 ）

24 「一切の 世間は皆悉 く寂静な り。 」（同 105 頁下 ）

25 「一切の 法は辺際あ る こ とな しと説 き、

一
切の 法は依止 する こ とな しと説き、

一
切

　の 法は猶金剛の 如 しと説 き、

一
切の法は皆悉 く如如な りと説 き、

一
切の 法は皆悉 く

　寂静 な りと説 き、
……一

切の 法は皆一義に住 して 本性成就す と説 く。 」（同 287 頁下）

26 「
一

切の 法は皆是 れ仏法。 」 （同 282 頁下）

27 「一切 の 法は皆是れ 出世 間 の法に あらざる こ とな し 。 」 （同 285 頁上 ）

28 「
一

切の 法は本 よ り已来、 自ずか ら涅槃 な り」 （『大乗起信論』岩波文庫 83 頁）

29 「五 陰の 法の 自性は不生 な れ ば即ち滅する こ と もある こ とな し。 本来涅槃なるが故

　な る こ とを以 て す 。 」 （同 75 頁）

30 「一切の衆生は本来常住 に して涅槃に入れ り。 」（同 39 頁）

31 「諸法 は一等 に清浄な り。 」 （『大智度論』 250 中）

32 「法性三 昧を壊せ ざる を以 ての 故に 、

一
切の 凡夫は皆是れ禅定 な り。 」 「若 し爾 らば

　凡 夫 と聖人 と差別あるこ とな し」「我 も亦凡夫と聖人 と差別あ ら しめ る こ と を欲せず 。

　何 とな れ ば諸の 聖 人 は滅法あ る こ と無 く、 凡夫 も亦生 法無 し。 此 二 は皆法性の 等 し

　き相を出で ず。 」（同 267 下 ）
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33 「如 は
一

如 に して如 に別無 し。 」「是 れを法性の 相如 、 不壊如 、 用是如 と名つ く。 当

　に知るべ し。

一
切法は皆如な る こ とを 。 」（同 267下）

34 「一切法は皆法性 に入 る 。 」（同 267 下）

35 「菩薩は 、

一
切の 法を悉 く仏法と為す……

。

一
切法 の 中に 於 い て 亦法相 を生ぜ ず。

　亦非法性 を生ぜず 。 」（同 275中）

36 「諸法は本 よ り已来 、 常に清浄な り。」（同 276 中）

37 「世間は常空 に して 、 涅槃の 如 しと知 る 。 」（同 287 中）

38 「一切法は第
一

義を離れず 。 第一義は諸法実相を離れず。」（同 288 下）

39 「有為法の 有為法た る相は 、 空に して不生不滅な り。 所 有なきが故 に 。 」（同 288 下）

40 「有為を離れ て 即 ち無為無 し 。 有為法の 実相は是れ無為なれ ばな り 。 」（同 289上）

41 「般若波羅蜜は 、

一
切の 法に つ い て捨 つ る所な く、 破する所な く、 畢竟清浄に して

　諸 々 の 戯論 あ る な し。 」（同 296 上 ）

42 「仏ある も仏 な きも、諸法は如 に して、法相、法位は常有な り 。 」 （同 298 下 ）

43 「
一

切世間の 法の 中に は 、皆涅槃の 性 （＝ 法性）あ り」 （同 298 上 ）

44 「諸法は皆是れ法性な り。」（同 298 中）

45 「一切の 〔諸法の 〕総相 ・別相 は 、 皆仏性に 帰 して 同 じ く一相 となる 。」 （同 298中）

46 「
一

切法は即 ち是 れ涅槃な り。 是 の 故 に仏は 、
一

切法 は皆是 れ無生際な りと説 く。」

　 （同 303上）

47 「三 毒の 実相は 、即 ち是れ涅槃な り 。 」 （同 312 下）

48 「声聞 ・辟支仏の智慧は、但だ諸法の 空を観ず るの み に して 、世間 ・涅槃を観 じて

　一と為すこ と能わ ざるな り。」 （同 320 上）

49 「愚痴と智慧とは 、 般若波羅蜜の 中に入れば 、 皆同 じく
一味に して差別 ある こ とな

　し 。

……是 くの 如 く、内外 の 諸法 は 、般若波 羅蜜の 中に入れ ば皆一
味 とな る 。

……

　愚痴の 実相は即ち是れ智慧な り。 」（同 321 上 〜中）

50 「般若波羅蜜の 相は畢竟清浄な り。 五 波羅蜜 、 五 衆 （五蘊 ）乃至
一

切種智 も亦是 く

　の 如 し。 」（同 328中）

51 「涅槃の 際 を真 と為せ ば、世 間の際 も亦真 な り。 涅 槃と世 〔間〕 と別な し 。 」 （同

　338 下 ＞

52 「世 間の 法は是れ 出世 間 、 出世 間の法は即 ち是 れ世間 な り。

……一
切 の 語言世間の

　法相 は 涅槃の 如 くに して 異 ならず 。 」 （同 348 上）

53 「此 〔岸〕よ り彼岸 〔に〕度 （わ た ） らざるが 故 に 世間は是 れ涅槃の 相 、 涅槃の 相

　は 即 ち是れ 世間の 相 な り。

一
相 は所謂無相な り。 」 （同 369 中）

54 「般若三 昧は即ち是れ菩薩、 菩薩は即ち是れ般若三昧な り。」 （同 373 中）

55 「我は不可得 な り。 乃至智者 ・見者 も不可得な り。 畢竟浄な るが 故な り。 五 蘊は不
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　可 得 な り。

……十 八界 も不 可得 な り。 畢竟浄な るが 故 な り。 無 明 は不可 得な り 。 畢

　竟浄なる が故な り 。 乃至老死 も不 可得 な り。 畢竟浄な るが 故な り。

……仏は 不可得

　な り。 畢竟浄 な るが 故 な り。

……入 らず、生ぜず 、 得 る こ と無 く、 作す こ と無き 、

　是れ を畢竟浄 な りと名つ く。」 （『大品般若」 238 下 ＞

56 「〔一切衆生は諸仏 とその 本性は〕同体な り。 」（『大乗起信論」岩波文庫 59、67頁 ）

57 「
一

切の 法は 自性無生 （一本来不生 な り）な り。 」 （同 80 、 256 頁）

58 「法身は是 れ色 の 体 な り。

……色 と心 （＝智性 ・心真如　同 242 頁）とは不二 に し

　て 、色の性 は 即ち智な り。 」（同 67 頁）

59 〔如来は〕「如実に
一
切の 法と己身とは 、真如 と して は別な しと知 る 。 」 （同 63 頁＞

60 「一切の諸仏の法 身と衆生身とは 、 平等に して 無二 な り 。 」（同 97 頁）

61 「
一

切の 法 は即 ち真実性 な り。 」 （同 35頁）

62 「若 し不覚の 心 〔に よ っ て顕現 して くる現象界〕 を離 れて しまうと 、 〔そこ と別の と

　ころ に〕真の悟 りの 自相と言 える もの は ない 。 」（同 37頁）

63 「一切法は常に静に して 起相ある こ と無 し 。 」（同 47 頁）

64 「凡 夫の 人の 心 も 、 無 漏不 繋な り 。 〔そは 〕性空 な るが故 に 。 」（r大 品般若』国大（2）

　 128 頁）

65 「色 は但 （た だ）名字の み な り。 色は不可 得な るが 故な り。 」（同 138 頁）

66 「〔過去 、 現在 、 未来の 〕色 は縛 な く、脱 な し。 〔過去 、 現在 、 未来の 〕受想行識 も

　縛 な く、 脱 な し。 是の 色 、 所有無 きが 故 な り。

……受 想行 識 、 所 有無 きが 故な り。

　離性の 故 に、寂滅の 故に 、 不生 の 故に 。 」（同 ／48 頁）

67 「無等等三 昧とは
、 是の 三 昧を得れ ば 、一切の衆生を観ずる こ と皆仏の 如 く、

一
切

　法 を観ず る に皆同 じく仏法に して 、 無等等な り。 」（『大智度論」国大（3）107 頁）

68 「離音声字語三 昧 とは 、 是 の 三 昧を得れ ば 、

一
切諸法 を観ずる に 、 皆音声語言 な く、

　常 に寂滅 の 相な り。 」（同 109 頁）

69 「浄光三 昧 とは 、是の 三 昧を得れ ば 、

一
切法中の 諸煩悩の 垢 は不可得 な り。 」 （同

　 111 頁）

70 「波字門は 、
一

切法第一義な り」（『大品般若』（2）国大 178 頁）

71 「遮字門は 、
一

切法終に 不可 得な るが故に 。 諸法終 らず不生 なるが 故に 。 」（同）

72 「拏字門は 、 不来不去不立不座不臥に入る 。 」（同 180 頁）

73 「若 し波字 を聞け ば即 ち一切 諸法 は語言の 相 を離 る る こ とを知る 。 」 （『大智度論」国

　大（3）141 頁）

74 「若 し夜字 を聞けば 、 即 ち諸法は実相中に入 りて不生不滅 な る こ とを知る 。 」 （同）

75 「若 し畭字 を聞けば、即 ち諸法寂滅の 相を知る 。 」（同）

76 「
一

切諸法を分別 し、思惟する に 、 皆同 じ く涅槃の 相 な り。 」 （同 199 頁）
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77 「五 衆 （＝ 蘊〉は畢竟 空なるが故 に無量無辺な り。 無量無辺なるが故に無為法に 同

　 じ。」（同 243 頁 ）

78 「無為法は不生 不滅 なるが故 に 、 無数、 無量無辺 な り。 法空 を以 て色 を観ずる に皆

　空 に して 、 虚空お よび無為 と同相な り。 」 （同 251 〜 2頁）

79 「色 は 因縁 よ り生 じて 自性 あ る こ とな く常 に空相 な り。 若 し法 は常 に 空相な らば 、

　是の 法は生相な く、 滅相な く、住異 の 相 な し 。

……是 の 故 に不生 相 の 法 は、即 ち是

　れ 無為に して 有為の 相に 非ず 。 余法 も亦た是 くの 如 し 。 」（同 256 頁）

80 「色は 不生法 （A ，）に して 自性空 （A1 ）な れば 、 生ぜ しむる こ と （B） を欲せ ず。

　 （『大品般若』国大（3〕242頁）

81 「色 は不生な り。 受想行識は不生 （＝ 空 ＝ 悟 り） な り。 」 （同 243頁）

82 「汝が楽 （こ の ん ）で 説 く無生の 法 、 及び語言 （以上 は B ）は 、 皆無生 （A1 ）に し

　て 是 れ実に 清浄 （A ，）な り。 」 （『大智度論』〔3）278 頁 ）

83 「五 衆 （＝蘊）の 実相 は即 ち是れ涅槃な り。」 （同 298 頁＞

84 「般 若波羅蜜 は五 衆 （＝ 蘊） に異 な らず 。 E衆 （＝ 蘊）の 実相は即 ち是れ般若波羅

　蜜 な り。 今 、 是 の 般若波羅蜜 は 深 きに非ず、妙に非ず 。 乃至
一

切種智 も深 きに 非ず 、

　妙に 非ず。」 （同 316 頁）

85 「色 （B） も亦た不生 （＝空 ＝悟 りA ，）な り。 若 し不生 な らば、是 れを名づ けて色

　 （B ）と為 さず。 」（『大品般若』国大（2）266 頁）
……

※ 『金剛般若経』の 表現 と同じ。

96 「色は 解脱 と等 し 。 受想行識 も亦た解脱 と等 し 。

……一
切種智 も亦た解脱 と等 し 。

　……過去 ・未来 ・現在 の 諸法 は 解脱 と等 し。

……一
切諸法の 相 も亦 た解脱 と等 し。

　不生不滅なるが 故に 。 」（同 365〜6頁）

87 「色 の 浄な る と般若波羅蜜の 浄な る とは、二 無 く別 無 く、断ず る こ と無 く、壊す る

　 こ と無 し。 」 （同 385 頁）

88 「般若波羅蜜 は色等の 諸法の 実相 に して 不生不滅 な り。 」（「大智度論』国大（3）544 頁）

89 「色等の 諸法 と般若波羅蜜 とは 、実相の 中に 、無二 、無 別、不異不 別に して 、不離

　不散なるが 故に 、 不断不壊なれば な り。」（同 545 頁）

90 「婬 は浄なるが故 に 色 は浄な り。 乃至 一
切種智は浄な り。 何 とな れ ば 、 婬浄 と色浄

　乃至
一

切種智浄 と は不 二 不 別なれ ば な り。

… …瞋痴浄 と色浄乃至
一

切種智浄とは不

　二 不別無断無壊 な れば な り。 」 （『大品般若」国大（2）385 頁）

91 「三 毒の 実性は清浄なる が 故に 、色等の 諸法 も亦 た清浄な り。 」（「大智度論』国大（3）

　 546 頁）

92 「有為法の 実相は即ち是れ無為法な り。 」（同 547 頁）

93 「色等の 諸法は、常 に非ず、無常 に非ず、縛 に非ず、解 に非 ざる 等 と説 くが如 し。

　……一
切法は涅槃の 相の如 し」 （同 583 頁）
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94 「無明は畢竟空なるが故に 、実に諸行等を生 ずる こ と能わず。 無明は虚妄顛倒 に して 、

　実 に 定んで有る こ と無 きが故 に、法の 滅尽すべ きもの無 し。」 （同 595 頁）

95 「諸法 は無余涅槃の 性に 同 じきが 故に 、 畢定福田無 しと説 く、 」（同 599 頁）

96 「但だ仏説の み を如実説 と名づ ける に 非ず 。

一
切の 語言は皆是 れ 如実なるが故 に 、 如

　実説波羅蜜と名つ く。 」 （同 6／4頁）

97 「諸法実相を以 て 、 他 （＝ 衆生）の 摂心乱心 は皆是れ 実相なる こ とを知る。」（同 707 頁）

98 「
一

切法は 法性 の 中に入れ ば皆清浄な り。 是の 故に染心 を諸法実相な りと説 く。 」

　 （708 頁）

99 「何等 か 是れ 一
切法の 如相 な る や 。 所謂六 波羅蜜の 如相な り。

一
切種智の 如の 相 は、

　即ち是れ 善法 ・世間法 ・出世間法 ・有漏法 ・無漏法の 如相 な り。 」 （『大品般若』 国大

　（2）469 頁）

100 「
一

切法 は無尽 （＝空） な り」 （同 470 頁）

101 「善法の 如 は即 ち是 れ不 善法 の 如 な り 。 不善法の 如 は 即 ち是 れ 善法 の 如 な り。 」

　 （『大品般若』国大〔3）720 頁）

102 「若 し くは是、若 し くは 非の
一

切法は 、 同
一相に して 分別無 し。

……所謂無所有に

　 して 虚空の 相の 如 く
一法と して此の 相 に入 らざる 者無 し。 」（『大智度論』国大（3）725 頁）

103 「仏法、如来法、 自然人法 、

一切智人の 法は不可思議に して 称 （はか）るべ か らず、

　量ある こ とな く、等等なきな り。 色等の 諸法 も亦た不可思議 に して 称るべ か らず 、量

　あ る こ と な く、等等な し 。

……色 等 の
一

切諸法 は 不可得 な るが 故 に是 くの 如 し 。 」

　 （『大品般若』国大（2）478 頁 ・『大智度論」国大（3）740 頁）

104 「世間の 法は即ち涅槃に同 じ 。

……色等 の 諸法 は即 ち是 れ仏法な り。 」 （『大智度論』

　 45 頁）

105 「色等の 法の 如 と 、 如来の 如 とは不二 不別 な り。」 （同 10 〜 11 頁）

106　「色 の 如相 と薩婆若の 如来 とは、是れ一如 に して 無二 無別 な り。 」 （『大品般若」国

　大 31 頁）

107 「一切法は 自性を離れ 、

……亦た仏の 所作に も非ず 。 諸法の 相は如実、実際 、 常住

　世 間なる こ とを知 らば 、 即 ち是 の菩 薩は般若波 羅蜜の 行 を離 れず 。 」 （『大智度論』国

　大〔4）156 頁）

108 「一切諸法は本性清浄な り。 」（「大 品般若』国大（4））102 頁）

109 「浄を 、 離無所得畢竟空 と名つ く……
。 菩薩 は一

切法の 本 よ り已来、空清浄 な る こ

　 とを知 る 。 」（『大智度論』 国大（4）179 頁）

110 「〔断常の 〕二 辺 を離 る る が 故に 、 十二 因縁 （B）は 空 （A ，〉 な りと説 く。 何 とな

　れ ば 、 若 し法 （B）は 因縁 の 和合 よ り生ぜ ば 、 是 の 法に定性 有る こ と無 し 。 若 し法

　（B ）は定 性無 けれ ば 、 即 ち是れ畢竟空 、 寂滅の 相 （Al ）に して 、
二 辺 を離る る が故

（476 ）43

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

「初発心時便成正覚」の 論理構造 と本覚思想 （島村）

　に 、 仮に名づ けて 中道 と為す。 是の 故 に 、 十二 因縁 は虚空 の 如 く く法無 きが故 に尽

　きず 〉 （A ， ）と説 く。 癡 （B＞ も亦 た因縁の 和合 よ り生 ずるが 故に 、 自相無 く （A ，）、

　自性無 きが故に 、 畢竟空 （A1 ）なる こと虚空 の如 し。

……是 の故に癡相と智慧相 と

　は異な るこ と無 し。 療の 実相 は即 ち是れ 智慧な り。 智慧相 （a2 ）を取著すれば即ち

　是れ癡 な り。 是の 故 に癡 の 実相 は畢竟清浄に して 、 虚空の如 く無生無滅な り。 」 （同

　241 頁）

111 「色 の 真相は即ち是れ般若波羅蜜の 相な り。」（同 240 頁）

112 「一切法は空相 ・離相 ・無尽寂滅相 に して涅槃の 相の 如 し 。 」（同 268 頁）

113 「菩薩は……
如如 ・虚空 ・

法性
・
実際に住 し、 畢竟空相を以 て の 故に 、是の 戒の 相

　を取 らず、破戒を憎 まず、持戒 に著せず。 」（同 276 頁）

　　 「持戒 ・破戒を観る に、皆因縁 よ り生 ず 。 因縁 よ り生ず るが故 に 自性無 く、 自性

　無きが故に畢竟空な り。 畢竟空 なるが故 に著せず。」（同 279頁）

114 「色性是れ を法性 と名づ け、是の 性無分無非分な り。」（『大品般若』国大（3）164 頁）

115 「法性 （Al ）を得る が故に 、 色等の 十ノV性 （B ）は皆是れ 法性 （Al ）なる こ とを

　知る 。 法性の 相 は 、 分無 く非分無 し。 分無 しとは 、 〈此 れ を示 し彼 を示す 〉 べ か らず 、

　分別無 く、量無 きな り （Al ）。 非分無 しとは 、是の く無相 ・無量 〉 （a2 ）等に著せ ず、

　〈量相 ・法性 〉 （a2 ）を破す。」（『大智度論亅国大（4）310 頁）

116 「〔化仏 も真 仏 も含め て 〕一
切法 は実相 に して 、 別無 く異 なる こ とな し。」 （同 348

　頁）

117 「諸法の 如は一
に して 異 なる こ と無 し 。 」 （同 370 頁）

　　「こ の 諸の 如は如実に して無為な り。 」（『大品般若』国大（3）188 頁）

118 「有仏 に も無仏 に も諸法 は常住
一

相 、 所謂 、 無相 な り。」 （同 211 及び 「大智度論』

　国大（4）409 頁）

119 「菩薩は般若波羅蜜の 力 を以て の 故 に、
一

切法の 中に畢竟空の心 を修す 。 是 の故に 、

　
一

切法にお い て 分別無 し 。 畜生の 、五 衆 ・十二 入 ・十八 界和合 して 、 生 まる る を名

　づ けて 畜生 と為すが如 し 。 仏 もまた是 くの 如 く、諸の 善法 の 和合 よ り仮 に名づ けて

　仏 と為す 。

……仏 にお い て 著心すれ ば諸悪 の 因縁 を起 こ して無量の 罪 を得べ し 。

…

　…諸法実相 は是れ
一
切法無相な り。 是の 無相の 中に 、 是れ は仏 、是れ は畜生な りと

　分別せず 。 若 し分別すれ ば 、 是れ即ち取相な り。
こ の 故に等 し く観ずべ し。 」 （『大智

　度論』国大〔4）473〜 4頁＞

120 「若 し善男子 ・善女入、
一

切法の 若 し くは 有為 、若 し くは 無為 なるは 、
一

相 に して

　所謂無相な りと通達すれ ば 、 是の 時に 、 若 し くは有為 、 若 しくは無為な りと分別す

　る こ と有 りや 不や 。 」「不な り、世尊よ 。 」（＝有為 と無為 の 同
一事態 で ある こ と を述べ

　た もの ） （『大品般若」国大（3）272 頁）
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121 「
一

切法は不可得 な り。 我れ と衆生 と、乃至 知者 と、見者 と、乃至当に 仏 ・菩薩 と 、

　皆空なる こ とを知る べ し。 」 （「大智度論』国大（4M93 頁）

122 「第
一

義の 中には縛無 く解 〔脱〕無 し 。 世諦 の故 に 縛有 り解 〔脱〕有 り。 」（同 493 頁 ）

123 「色等の 法は法性 を離れず と雖 も、世諦 を以て の 故 に分別有 り。 第
一義の 中に於い

　て は分別無 し」（同 494 頁）

124 「第
一
義は

一
相 （＝ 無相 ）な り。 」（同 495頁）

125 「一切法 は皆 、 無相無為性の 中 に入 る 。」（「大品般若i 国大（3）281 頁）

126 「色は是れ即 ち法性 、 受想行識 も即 ち是れ法性 な り。

……一
切 の 法性 は是れ即 ち阿

　耨多羅三 藐三 菩提 な り。

……一
切法は即 ち是れ法性な り。」（同 282 頁） 「一切法の 実

　相 を名づ けて 法性 と為す 。 」 （「大智度論』国大（4）513 頁）

127 「法性 を出で て 法有 りとせ ば、是れ常顛倒な り。 無明 は 、 転 じて実なか らしむべ か

　らず （＝ 無 明は その ままで 真如 なの で あ っ て 、無 明を解釈 して 虚妄 と して はな らな

　い ）。 云何が
一

切法中の 無明を断 じて作仏を得ん や （＝ 無明を断 じる こ とに よ っ て は

　仏 になれない ）。 菩薩 は一
切法 は即 ち是 れ畢竟空 、 常寂滅の 相なる を知 り、戯論無 く、

　名字無 し （一
一

切法 は真理 （法性）の ままにある の で あ っ て 、無明 とい う法 も、 そ

　れ はそ の ままで 真理 なの で ある 。 無明 とい う真理 の 法 を転換 して 真理 （実）で ない

　 もの に して は な らない 。 悟 りに お い て は 、無明が その まま悟 りな の で あるか ら 、 無

　明を断滅 して 仏 とな るの で はない の である）。 」（「大智度論』国大（4）514 頁）

128 「煩悩を断 じて 無余涅槃に入 る 〔とい う〕こ の 事は 、世俗の 法 に して 第一義に 非ず。

　何 を以て の 故に 。 空の 中に滅 する こ と有 る こ と無 く、亦た 滅せ しむ る もの 無 し 。 諸

　法は畢竟 じて空な り。 即 ち是れ涅槃なれば な り。 」 （『大品般若』国大（3）287 頁）

129 「顛倒は即 ち是れ無顛倒な り 。 顛倒 と不顛倒 は
一

相 （＝ 無相 ・平等）な り。

……阿

　耨多羅三 藐三 菩提 も無 し 。 是れ を諸法の 性空 となす。」 （同 293頁）

　　※ 「
一

相 （＝ 無相 ・平等）」の 意味
一 空に おい て は俗諦 にお ける個別相が 消滅 し

　て お り、個 物 XYZ … …は 、各個別相 を持た ない の だ か ら 、 同相 （＝ 一相） とな っ

　て い る 。 したが っ て これ ら XYZ は個別相 なき平等 な状態 とな っ て い る。

130 「今世 なる現在は愛取に 著する こ と多きが故 に愛取 の 名 を受け、過去世の 中に は是

　れ疑、邪見処の 故 に但だ無明 と名つ く。

……無明の因縁は 、 更 に其の本を求むれ ば 、

　即 ち無窮な り。即 ち辺見 に堕 し、涅槃の 道を失す 。 是の 故に 〔無明の 因縁を〕当 に

　求むべ か らず 。 若 し更 に求 むれ ば、即 ち戯論 に堕 す、是 れ仏法 に 非ず 。

……無明の

　体相を……求むる時は即ち畢竟空に入る 。 無明の 体を求むるに 、 即時 に是れ明なれ

　ばな り 。 」（『大智度論』国大（4）528 〜 531 頁）

／31 「若 し色等の 法と性空 と異 なれば 、菩薩は即 ち阿耨多羅三藐三菩提を得 ざらん 。

…

　…色等の 諸法性は 実 に空な り。 菩薩は是の 法 を知 り已 わ りて 阿耨 多羅三 藐三菩提 を
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　得 。 」 （同 537 頁）

132 「色等の 法 は是 れ菩提 な り。 常寂滅 に して法無 しと知る 。

……第一義の 中には色乃

　至菩提有る こ と無 し。」 （同 540 頁）

133 「世諦法の 故に 、 菩薩有 りと説 き、 色等乃至菩提有りと説 くも、 菩提の 中には定法

　　有る こ と無 し 。 亦た衆生 も無 く亦た 菩提 も無 し。 」 （同 540 頁）

134 厂一切の 法 、 菩提の 中に入 りて皆寂滅の 相 な り。 」 （同 574 頁）

　　 「菩提 は是れ 即ち五衆 （＝ 蘊）の 実相な り。 」 （同 575 〜 6 頁）

135 「諸法平等 （Al ）の 中に は 、 〈分 別無 き〉 （A ，〉が故に 、 〈凡夫人 （B）無 し〉 （A ，）。

　但だ凡夫人 は 、 〔俗諦か ら見れ ば〕実相 （A ，）に非ず、 〔真諦 か ら見れ ば〕〈実相を離

　れず〉 （A1 ）。 凡夫の 実相 （A　1）即 ち是れ聖人の相 （A　1 ）な り。 」（『大智度論』国大

　（4）662 頁）

136 「諸仏の 如 と諸法の如 とは 、

一
如 に して分 別無 し 。 是の 如 は常 に

一
に して無二 無三

　　な り。 諸数法 （＝ 無限 の個物の 世界）を出で て 、諸有無 きが故 に 。 」 （『大 品般若 』

　国大（3）372 頁 ）「諸法の 如 （＝ 諸法実相 ・性空 ・無所得空）は即 ち是 れ仏な り。 」 （「大

　智度論』 国大（4）740 頁 ）「色等の 法の 如相即ち是れ仏 な り。 色等の 法は性 空是れ 如相

　な り。 諸仏の 如 も亦た性空 な り。 」 （同 743 頁）

137 「般若及び諸法 （＝ 色等の
一

切の 法） は、
一

相 に して 二 異無 く別無し。」 （同 764 頁）

138 「色等の 諸法 も亦た是 くの 如 く、 凡夫の 心中 （＝ 俗諦）にて は、〔個物が〕各々別異

　なる も、 般若波羅蜜 （； 勝義諦）の 中に入 れ ば 、 皆
一

味 （＝ 個別相が消滅する） とな

　る 。 」（同 767 頁）「般若波羅蜜 も亦た是 くの 如 く、諸法 〔が その 〕中に入れ ば皆同 じ

　 く
一

相 な り、所 謂無相 な り。

……
諸法 は般若の 中に入 れ ば 、 亦た 内外善不善等の 分 別

　無きな り。

……五 衆 （＝ 蘊）の 実相は是れ 般若波羅蜜 な り。 」（同 770 〜 1頁）

139 「明と無明とは、そ の 性不二 な り。 不 二 の 性 は 即 ち実性 な り。 」 （「涅槃経』大正 12

　410 下 ）

　〜以上 に 述べ られ て い る事態は 、 禅宗の 膨大 な語録、密教 の 法身説法 〔注）n ：、サ マ ヤ

　薩唾 と智慧 薩唾 との合
一

、五 字厳身観 、 双運 （注）　 c2］、 サハ ジ ャ （注）　 c3，／、 タ ン トラで 述べ

　 られ た事態 （注 圓 等 と同
一の もの と考えられ る 。

（注）（1）「仏 の真身は 虚空 に満ち、光明遍 く十方 を照 らし、説法の 音声も亦遍 く
一1’方　無量恒河沙等

の 世界 の 中 に満ち、大衆皆共に法を聞 き、説法して 息 まず 。

……是 くの 如 く、法性 身の 仏 は 説法す

る所 あ り。」 （『大智度論亅378 上 ）

（注）（2｝paficakrarna第五章 by　K．Mimaki　and 　T．Tomabechi　The　centre 　for　East　Asian　cultural 　Studies

fbr　Unesco　1994

（注）〔3）「自分の 身体 を持 金剛の 〔身体と〕正 しく 〔瞑想す る〕」Guhyasiddhi第 6 章一 6 「〔自分 の 〕

身体は マ ン ダラ な り」同第 6 章一50
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（注）〔41pitfi　 te　 tvam 　asi 　 svayam （「汝は お のずか ら、汝の 父 で ある」）

Hevajra　tantra　 ll　− 12 − 4d （尚、津田博士 は こ れを深秘 に釈される）

　 ［B資料 （初発心時便成正覚の諸例）］

1 「発心畢竟二 無別」（『菩提心論』 に 引用）

　「発 心 と畢竟 と二 つ なが ら別な らず 、 是 くの 如 きの 二 心は 先心 （＝ 発心 ）難 し 。 自ら

　未 だ得度せ ず して先 に他 を度す 。 是の 故に我 、 初発心 を礼す。 初発に已 に人天 の 師

　と為る 。 」 （『大般涅槃経』大正 12 巻 590 上 ）

2 「三密加持 。 速疾顕」 （『即身成仏義』の 頌）

弘法大師の 御 自釈に よれば 、 三密 とは法仏の 身語心密で ある が 、 それ は衆生 の 三 密

　（； 三 業）と等 しい もの で 、 真言行人が一一
の 尊 と等 しく刹塵 の 三 密 を具 して 互 相加

　入 し 、 彼此摂持な く義 を観察 して 、「手に印契を作 し、ロ に真言 を誦 し、心 三摩地 に

住すれ ば 、 三密相応 して加持す るが故に早 く大悉地 を得」 る 、 とす る 。 た だ し、 厳

密 に は即 身義は 「法則 を欠か ず して 昼夜 に 精進すれ ば… …漸次 に修練す れ ば ……」

　と述べ て い る の で 、 B 資料 に は含め られ な い とすべ きで あろ う。

3 『法華経』方便品の諸偈 （岩波文庫 113 頁以下 ）

　　第 78 偈 以下 に多 くの 偈文が掲 げ られ て い るが 、 こ れ らは全 て 同
一
事態 を指 して い

　る と考えられ るの で 、
こ こで は以 下の 3偈 を引用す るに止 め る 。

　　第82偈 一 「子供達が遊 戯の 際に 、 そ こ ご こに 、 小石づ くりの塚 を作 り、 仏た ちの

た め に 供養 とする と き、 こ れ らの 人々 は 、 すべ て 「悟 り」に達 して しま っ て い る の

　だ 。 （abhU §i　labhinab）

　　第 87偈 一 「さ らに、誰か が学習の 際 に 、 また 遊び の 悦び を愉 しみ なが ら、爪 か木

片 で 〔仏 〕像 を描 い て も 、 彼 らは すべ て 「悟 り」 に 達 して し ま っ て い る の だ 。

　（abhti 争i　labhinab）

　　第 96 偈
一

「遺骨 の 安置 された場所で 、 その 時 「仏 を礼拝 し奉 る 』 と一
言 い えば 、

取 り乱 した心 で
一

言 い っ て も、彼 らは全て 、 この 最勝の 「悟 り」 を得て しまっ て い

　る 。 （prhptb　imam 　agrabodhim ）

　　第 82偈 と第 87 偈の abhUsi を津田博士が 言 われ る よ うに、　Aor．と解釈すれば 、第

96 偈の prapta （過去受動分詞 ）と同様に 「得て し まっ てい る」 と解釈 し得るで あろ

　う。 羅什訳で も 「皆已成仏道」 と A 。 r，に 訳 して い る 。 但 し岩本訳 は未来形に 、 松

涛 ・長尾訳 （中央公論社　大乗仏典 4 ）は 「塔等をつ くっ た者は皆 菩提 を得 る もの

　とな っ た」 と過去の 歴 史的事実と して 訳 して い る （64 頁以下 ）。 渡辺照宏 は 「こ うい

　う者は皆すべ て 、 すで に仏道 に 向か っ て い る者で ある」 と して お り、Aor．としつ つ

　も、 「悟 り」を 「仏道 に 向か っ て い る」 と改変 して い る （大法輪閣 『法華経物語」25
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「初 発心 時便成正 覚」の 論理構造 と本覚思想 （島村）

頁）。 津田博士は Aor．と しつ つ
、 そ の 意味は 過去の 歴 史的事実と解釈す る立場 に近年

変更 された如 くで ある 。 この よ うに 、 これ らにつ い て は文法的には 問題が残 されて い

　るが 、 その 他資料 に類型が ある こ と を考慮に 入れて 、 当面 、 上記訳 と して お く。

4 「初発心 時便成正覚」

　　こ れは 『六十華厳』梵行 品 （大正 9巻 449 下 ）の 叙述で あ っ て 、 『八 十華厳』梵行

　品 （大正第 10巻 89上）にお い て も、 「初発心時。 即得阿耨多羅 三 藐三 菩提」 とあ り、

意味 は全 く同 じである 。 『八 十華厳』の チ ベ ッ ト訳 を見 る と次の 通 りで ある。 （西蔵大

　蔵経研 究会　北京版 25p117 〜 18b1）。

　　 des　chos 　de　dag　gnyis　su 　med 　par　rtogs 　pas　sems 　dang　po　skyed 　pa

　　 それ ら 〔一切〕法は 、不二 〔平等〕で ある と 悟 る こ とに よ っ て初発心す るこ と

　　 myid 　kyis　bla　na 　me 　pa　yang　dag　par　rdzogs 　pa
’
i　byang　chub 　du

　　 だけに よ っ て 阿耨多羅三藐 菩提を

　　 mngon 　par
’
tshang　rgya 　ba

’
i　gnas　yQd 　de　Il

　　 ハ ッ キ リと悟 っ て い る状態が あるの で あ っ て

　　チ ベ ッ ト訳の テ キ ス トは 漢訳の 『八 十華厳』の テ キ ス トに対応す る の で 、 チ ベ ッ ト

　訳を参照す るな らば、漢訳 『八十華厳」に お けるその 対応箇所は次の 如 く訳 しうる 。

　　 「若 し諸の 菩薩が 能 く是 くの 如 きの 観行 と相応すれ ば （＝対象を如幻 、 如夢 、 如影 、

　如響 、 如変化 と了知す る こ と）、 諸法の 中に於い て二 解 を生 じない の だか ら 、

一
切の

　仏 は疾か に現前する こ とを得て 、 〔そ の こ とに 加えて 仏教者と して の 条件で ある〕初

　発心す る時に は 、 即ち阿耨多羅三 藐三 菩提 を得 る」 （「若諸菩薩i。 能与如是観行相応 。

　於諸法中 。 不生二 解。

一
切仏 法速疾得現前 。 初発心 時 。 即得阿耨多羅三藐三菩提」）。

　　上記記述 に よれ ば 、 菩薩が まず諸法 （； 境界）を如幻 なる空 と了知 し 、 そ れ らが 不

　二 平等なる こ とを悟 っ て い る こ とが前提とな っ て い る 。 こ の こ とは 「悟り」に他な ら

　ず 、 それ に加 えて 仏教者 と して の 初発 心 を起 こ した な らば、仏教 における 無上 正等覚

　者 として認め られる とい うこ とで あ っ て 、そ うだ とすれ ば 、 従来考え られて い た 「初

　発心 ＝ 便成正覚」を意味 しない こ とになる
。

上 記資料 1 〜 3 と同
一事態 は、 こ こ よ り

　はむ しろ初発心功徳品の 次 の ところ に求め るべ きである 。 チ ベ ッ ト訳 は次の 通 り （同

　前 123 〜 33aI 以下 。 「三 世諸仏」は省略型 と して訳 した もの 〉。

　　 （4 − 2 ）

　　 「こ の よ うに彼は 〔必ず〕成仏 しよ うと発心 した者で あるか ら 、 彼は三 世の 諸仏に

　　 近 い （nye 　ba）の で あ っ て 、 三 世 の 諸仏の 境 と等 しい （mnyam 　pa）の で ある
。

　　 三 世 の 仏 の 諸 法 と等 しい （mnyam 　 pa ） の で あ り、 仏法 の 境 界全 て と等 しい

　　 （mnyam 　pa）の で ある 。 〔か くして 彼 は仏 と〕同
一

なる者 と して 同
一

の 身体とな

　　 っ たの だか ら 、 三時 〔の 仏〕と等 しい 一切仏の 智慧 と結合 して い る こ と を獲得 し
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　　 て 、 〔後に は〕そ の 智慧 と結合する 発心が 出現す るの で あ っ て 、 発心 すれ ば直ち

　　 に十方の 諸仏 に讃 えられ る の だ 。 」

　　 de　ltar　de　ni　sangs 　rgyas 　su　shog 　ces 　bya’

i　sems 　bskyed　pa　des　l　 ’
das　pa

’
i　sangs

　　 rgyas 　bcom　ldan
「
das　rnams 　dang　nye 　ba　yin　I

　　 mbyon 　pa　dang　da　1七ar　byung　ba’

i　sangs 　rgyas 　bcom　ldan
’
das　rnams 　dang　nye 　ba

　　 yin　l’
das　pa　dang　ma 　byon　pa　dang　l　da　ltar　byung

　　 ba
’
i　sangs 　rg3Tas 　kyi　yul　rnam 　dang　mnyam 　pa　yin　l ’das　pa

’
i　sangs

　　 rgyas 　kyi　cohs 　rnams 　dang　mnyam 　pa　yin　no 　II　 ma 　hongs　pa　dang　da　ltar　byum

　　 ba
「
i　sangs 　rgyas 　kyi　chos 　rnams 　dang　mnyam 　pa　yin　 I　 sangs

　　 rgyas 　kyi　chos 　khi　yul　thams 　cad 　dang　mnyam 　pa　yin　I　 gcig　tu　nges 　pa
’
i　lus

　　 gcig　tu　rgyur 　pas　kyang　dus　gsum 　tu　mnyam 　pali　sangs 　rgyas 　thams　cad 　kyi　ye

　　 shes 　dang　I「
grogs　 pa　yang　thob 　ste　ye　shes 　dang ’

grogs　paピ gyur 　ba’

i　sems

　　 bskyed　pa
’
i
’
byung　ba　de　skyes 　ma 　thag　tu　phyogs 　bcu　na 　l　 sangs 　rgyas 　bcom

　　 Idan　
ldas

　rnams 　kyang　ched 　tu　brjod　pa　mdzad 　do　II

　　なお 、 同じ箇所の 『八十華厳』の 訳 ほ以下 の 通 り。

　 「以 是発心 。 即得仏故。 応知此 人即与三世諸仏同等 。 即与三世 諸仏如来境界平等 。

　即与三 世 諸仏如来功 徳平等 。 得如 来一 身無量身究竟平 等真実智慧 。 纔発心 時 。 即

　為十方
一

切諸仏 。 所共称嘆 。 」 （大正 第 10 巻 91 下）

5 「菩薩摩訶薩あ り。 初発意の 時便ち阿耨多羅三 藐三 菩提 を得て 、法輪 を転 じ、無量

　阿僧祗の 衆生 と共に益 を作す こ と厚 く、 已 りて 無余涅槃に入 る
。 」 （『大品般若』226

　上 ）→ 付論 2参照

6 「初発心 よ りすなわち道場 に座 し 、 法輪 を転 じて 衆生 を度す 。 」（瞳 訶止観』上　岩

波文庫 28頁）。 これ は池 田魯 参の 『詳解摩訶止観 ・研究注釈篇』 （1997年　大蔵出

版〉の 238 頁上 〜下 の 註 に よれば 、 上記 5 の 『大品般若 」往生品の 記述 に依 っ た も

の で ある 。

→ 付論 2参照

7 「若 し初発心の 時、仏 と作る べ しと誓願せ ば、已に諸々 の 世間を過 ぎ 、 応 に世の 供養

　を受 くべ し。 」 （『大智度論』86 中）

8 「陀羅尼を行ずる 菩薩は 、阿字を聞い て、即時に
一

切法の 初不生に入る 。 」（同 268 上）

　 「阿字を聞い て 、即ち諸法は、本よ り已来無生 な るを知る 。」 （同 367 上 ）

　 参考 ： 「阿字門は 、

一
切法、初め よ り生ぜ ず」（『大品般若』国大（2）178 頁）

　　【キー
ワ

ー ド】無明即明 、 仏衆生 同時成正覚 、 三 毒実性清浄 、 仏眼風光 、 第
一

　　　　　　　　 義中不説 、 因縁果報
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